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資
料②オ
プ
ラ
ー
の
赴
伍
に
つ
い
て
四
「
家
」
制
度
と
天
皇
制
の
連
関
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
部
の
理
解
に
っ
③
民
政
局
の
「
家
」
制
度
廃
止
の
公
式
〃
針
の
ｈ
鰍
・
オ
プ
ラ
ー
の
役
割
い
て
元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
同
次
腫
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
三
和
Ⅲ
）
一一一一一一一
二
民
法
改
正
に
①「家」制度改廃
結
果
利
川
の
ｈ
無
③
ハ
ッ
シ
ー
又
撫
巾
の
一
淑
法
草
案
の
平
等
原
川
・
家
族
に
関
わ
る
条
文
に
つ
い
て
②
二
四
条
を
め
ぐ
る
Ⅲ
本
政
府
と
の
交
渉
一
憲
法
二
四
条
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
①
二
四
条
以
外
の
シ
ロ
タ
に
よ
る
条
文
案
廃
棄
の
縄
紳
は
じ
め
に
元
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
次
長
故チャールズ．Ｌ・ケイディス氏へのインタビュー（一九九一一一年）
ｌ
悲
迭
一
四
条
の
成
立
と
、
琴
戸
徽
の
「
家
」
鯏
腫
の
改
脆
過
腿
Ｉ
民
法
改
正
に
つ
い
て
」
制
度
改
廃
に
側
す
る
馴
前
調
炎
と
Ｇ
Ｍ
Ｑ
氏
政
局
に
よ
る
調
代
三
戸
箱
法
改
正
に
つ
い
て
①
戸
鯏
補
公
Ⅲ
原
則
の
是
非
に
つ
い
て
②三世代戸締徹底排除の力針・戸獅の個人別編製について
③
法
改
正
の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
の
手
続
に
つ
い
て
④
そ
の
他
ｌ
囚
鯛
法
９＄洲
本法１１１法
01'］・内改
の民ＩＨ１ｊ１２
民法とに
法・氏お
・戸法け
戸繍改る
llllliﾋﾟ， 
改正Ｉ
正金ド
llU股の
係に役
?ｆＩＲＩ割
とわに
のるつ
ＲｌＭ￥ 
政
雄
１こ
つ
↓、
て
和
川
幹
彦
Hosei University Repository
戦後占領期の前半、ＧＨＱ民政局（の。ぐの３日目【の⑮。〔一・コ）
の
課
長
、
の
ち
次
長
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
（１） 
（ｏｇ１の⑰伊・尻目のの）は、一九九六年六月一八日に九○歳で亡
くなられた。
同氏は、周知のごとく民政局でホイットーーー（○○日目の］
ヨ
冨
日
＆
）
局
長
に
つ
い
で
文
字
通
り
「
ナ
ン
バ
ー
２
」
の
実
力
者
の
地
位
に
あ
り
、
日
本
国
憲
法
の
成
立
過
程
に
、
場
面
に
よ
っ
て
は
局
長
以
上
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
’
九
九
三
年
四
月
末
か
ら
五
月
初
旬
に
か
け
、
筆
者
は
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
に
四
度
に
亙
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
機
会
を
得
た
。
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
に
、
ご
存
命
中
に
こ
の
記
録
の
発
表
を
報
告
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
つ
つ
、
遅
き
に
失
す
る
が
本
稿
の
公
表
の
機
を
と
ら
え
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
全
面
的
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
ケ
イ
ディス氏に、ここにおいて哀悼とともに心からの感謝の意を表
す
こ
と
と
し
た
い
。
（２） 
叫ゴ時筆者の研究上の関心は、憲法二四条の成立過程、及び同
条
の
下
で
の
民
法
・
戸
籍
法
中
の
「
家
」
制
度
改
廃
に
あ
り
、
イ
ン
タ
ビューはこのテーマを中心に行われた。筆者のその後の研究．
（３） 
調査範囲４℃、また本インタビューや本稿の重点も、あくまで民
は
じ
め
に
法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号
’三四
法・戸籍法中の「家」制度の改廃過程にある。従って、占領政
策や憲法制定過程の全体像の解明は全く意図しておらず、そも
そ
も
筆
者
の
能
力
を
超
え
て
い
る
た
め
、
本
稿
に
も
誤
り
が
多
々
あ
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
。
各
分
野
の
専
門
家
の
方
々
の
ご
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
（４） 
る。インタビューの日時（すべて一九九三年）・機会・場所は次
（５） 
の通りである。
＊
四
月
二
六
日
主
と
し
て
研
究
者
を
集
め
て
の
憲
法
制
定
に
関
わ
る
研
究
会
に
て
（
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
（
国
の
貝
の
四
８
日
（６） 
○・吋ロ○口）が同席）場所－１束京都文京区本郷学士会館別
（７） 
館＊
四
月
二
九
日
筆
者
の
み
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
場
所
１
１
束
京
・
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
＊
五
月
六
日
陪
審
制
度
推
進
を
目
的
と
す
る
会
主
催
の
会
合
に
て
場
所
１
１
束
京
・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
＊
五
月
七
日
筆
者
の
み
に
よ
る
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（８） 
本記録については、以下をお断りしておく。
＊ケイディス氏には、予め研究目的と断り、公表を前提とし
てインタビューをお願いした。
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（９） 
＊
質
問
背
は
筆
者
で
あ
る
。
質
問
に
は
「
Ｗ
」
を
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
の
一
憲
法
二
四
条
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
発一一両には「Ｋ」を、各々Ｈ頭に付した。特に画間はせず、ヶ（本項、Ⅱ｜の本文中の月・日はすべて一九四六年である。）
イディス氏に自由に発言していただいた箇所もある。
①
二
四
条
以
外
の
シ
ロ
タ
に
よ
る
条
文
案
廃
棄
の
経
緯
＊
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
質
疑
・
応
答
と
も
英
語
で
行
な
っ
た
。
本
記
録
Ｋ
二
月
上
旬
の
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
起
草
過
程
で
、
シ
ロ
タ
作
成
に
あ
た
っ
て
の
事
後
的
な
和
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
が
起
草
し
た
主
と
し
て
家
族
と
女
性
に
関
す
る
条
項
を
含
む
「
人
権
＊本記録は、すべて各回のインタビューの際に作成した、瓠（Ｑく】」幻碕貸⑭）」の部分は極めて長かった。千八百語はあった
（Ⅶ） 
者
の
手
書
き
メ
モ
（
す
べ
て
現
存
）
か
ら
書
き
起
こ
し
た
。
な
お
、
イ
と
思
う
。
こ
れ
を
運
営
委
員
会
が
短
く
し
た
の
だ
。
ンタピューの録音記録はない。
（Ⅲ） 
＊
日
本
語
の
叙
述
内
容
は
、
可
能
な
限
り
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
の
英
語
の
表
②
二
四
条
を
め
ぐ
る
Ⅲ
水
政
府
と
の
交
渉
（旧）
現
を
再
現
し
た
。
ケ
ィ
デ
ィ
ス
氏
の
発
一
一
一
一
凹
巾
、
（
）
に
英
語
が
挿
入
Ｋ
三
川
川
Ⅱ
の
夜
、
正
確
に
は
三
月
五
日
早
朝
二
時
頃
に
、
二
川
条
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、
氏
が
直
接
使
用
し
た
表
現
で
あ
る
。
審
議
す
る
順
が
回
っ
て
き
た
。
こ
の
時
の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
局
側
の
在
席
者
に
＊英文和文を問わず、ケイディス氏の校閲は受けていない。は、私と、通訳としてゴードン［〕。⑫のｇｏｏａｏｐ］、シロタ、
（旧）
＊
叙
述
の
順
序
は
、
複
数
日
に
わ
た
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
ハ
ー
シ
ー
［
四
の
厨
ど
の
］
］
が
い
た
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
は
別
案
の
自
察
に
お
筆者が整理した。即ちケィディス氏が述べたとおりの順序でり、ワィルズ［国口『ｑ向日の厨○口三旨の⑪］、ルースト［回国の『【・
（Ｍ） 
はない。
”ｏの異］も同席していなかった。日本側の在席者は佐藤達夫は
＊見出し（一、二や①②③……を付したもの）は筆者によるいたとして、通訳として白洲［次郎］、［内閣〕法制局（いの的】い』口‐
表現である。
は
く
の
国
日
の
目
）
か
ら
も
う
二
、
三
人
、
英
語
の
上
手
な
者
が
い
た
。
こ
＊
本
文
の
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
（
［
］
）
内
は
、
筆
者
に
よ
る
注
記
・
補
足
で
の
二
、
三
人
が
、
松
本
蒸
治
大
臣
の
部
下
だ
っ
た
の
か
、
佐
藤
の
部
下
ある。
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
通
訳
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
＊
従
っ
て
、
文
武
は
す
べ
て
兼
者
に
あ
る
。
かケンブリッジで学んだらしい英語のうまい「オ・・…・云々」と
（旧）
いう名の人８℃いた。
元ＧＨＱ民政局次長故Ｃ・Ｌ・ケイディス氏へのインタビュー（一九九三年）（和田）
一三五
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③ハッシー文書中の一憲法草案の平等原則・家族に関わる条文
（別）
に
つ
い
て
Ｗ
こ
の
「
｜
草
案
」
は
、
三
月
六
Ⅱ
と
四
月
八
Ｈ
の
間
に
起
草
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
［
現
行
］
一
四
条
一
項
に
追
加
さ
れ
た
但
書
、
ま
た
二
四
条
を
代
替
す
る
「
二
五
条
」
、
双
刀
と
も
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
が
、
法
紫
志
林
節
九
十
四
巻
卵
二
号
こ
の
二
四
条
審
議
の
際
、
Ⅱ
本
側
は
、
こ
の
条
文
案
の
内
容
が
「
広
範
にわたりすぎる（【○○ヶ８日）」と言い、また「日本の歴史・
法に全くそぐわない（【○且ごご８コい】⑫【の。【且岳］：§の⑭の曰⑪‐
（旧）
〔ｏｑｏＨ］、君）」として強く反対した。そう言ったのが誰かは全
く
覚
え
て
い
な
い
。
個
人
的
意
見
な
の
か
、
［
こ
の
日
の
川
本
側
メ
ン
バ
ー
で
は
股
も
高
い
地
位
に
い
た
］
佐
藤
の
意
見
な
の
か
、
Ⅱ
本
政
府
の
愈
兇
な
の
か
、
厳
密
に
は
分
か
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
佐
藤
の
［
主
た
る］Ⅲ心は火皿制にあった。
こ
の
砧
、
私
は
日
本
側
に
、
川
Ⅲ
の
朝
十
時
頃
か
ら
検
討
を
始
め
て
い
て皆眠いことであるし、「あまり細かく検討するのはやめよう」
と言った。そして、同席して通訳していたシロタに言及して、
（、）
（肥）
侭曰国⑫シ『二○」の』②。」。⑪の（○すのＨ汀の口『Ｆ》こすく○○コ．｛垂「のロロいぃ芹や》．
（四）
と
一
司
っ
た
と
こ
ろ
、
Ⅱ
水
側
は
こ
の
条
醐
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
シ
Ⅲタが水条項の起蛾上ｎである』川を、Ⅱ本側はこの時知らなかつ
（ｍ） 
たし、その後』ｂ知らないままであった。
二
民
法
改
正
に
つ
い
て
①
「
家
」
制
度
改
廃
に
関
す
る
事
前
調
査
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
に
よ
る
調
査
結
果
利
川
の
有
無
Ｗ
比
法
・
戸
鯏
扶
改
服
に
面
接
側
わ
っ
た
故
川
脇
武
穴
教
授
に
拠
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
前
や
戦
中
に
既
に
Ⅱ
本
社
会
に
つ
い
て
の
洲
代
を
行
っ
て
お
り
（
例
と
し
て
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
」
等
）
、
阯
法
・
戸
繍
法
中
の
「
家
」
制
度
に
つ
い
て
も
そ
う
し
た
調
炎
成
果
が
、
氏
政
局
で
の
法
改
正
に
際
し
利
川
さ
れ
、
そ
れ
に
腿
づ
い
て
、
氏
政
局
の
「家」制度廃止の方針が早い時期（具体的には一九四六年三－
六
月
を
念
頭
に
趣
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
）
に
既
に
決
定
し
て
い
た
、
と
い
（路）
う
。
こ
う
し
た
調
査
結
果
利
川
の
何
無
、
ま
た
そ
れ
に
蕊
づ
く
民
政
局
の
方針決定の有無について聞きたい。
一一一読ハ
（泥）
（
以
上
二
つ
の
条
文
草
案
を
読
み
上
げ
て
）
こ
の
草
案
・
条
項
に
つ
い
て
記憶があるか？ファ引蛎ロ切目］・勺冒則］はその作成者は
「日本の役人」「日本の当局」とのコンテクストで叙述している
が
、
こ
れ
は
Ⅲ
本
政
府
の
対
案
だ
っ
た
の
か
？
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ど
う思うか
？
Ｋ
そ
も
そ
も
三
月
六
Ｈ
以
後
、
日
本
政
府
側
が
［
こ
れ
ら
の
条
文
の
関
述で］史なる修正を巾し入れたことなどあっただろうか。私は
（別）
こ
れ
ら
の
修
正
案
に
つ
い
て
は
覚
え
て
い
な
い
。
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Ｋ私の知る限り、第一の点についても、従って第二の点も、民政川のホイットニー、ハッシー［シ｝坤の。”・函仁朋旦・］『・］、
答は否つまり「無し」である。そうしたことはない。そうしたラウェル、ヘイズ［司日鼻面・田口くい］、私は軍人出身で、他の人
（釦）
事
前
の
調
査
が
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
画
後
の
い
つ
（
ま
た
は
そ
も
そ
も
）
は
民
間
人
出
身
で
あ
る
が
、
局
内
に
大
陸
法
（
Ｑ
く
一
一
百
三
）
・
ロ
ー
マ
行
わ
れ
て
い
た
か
、
に
つ
い
て
も
私
は
知
ら
な
い
。
ま
た
民
政
同
も
そ
う
法
を
よ
く
知
っ
て
い
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
ワ
シ
ン
ト
（妬）
した調査の結果を利用してもいない。仮にもそうした調査結果ンＤＣの陸軍省（ミロ『ロのｂＰＨ【日のロー）に電報を書いて、民間
を利川したとすればオプラー［ど｛『ａｏｐ１⑫［旨ｐｏｂｂ－⑮『］であ人の人馴部局（○日］】§ロの『い・ゴロの｝□８口灘ョの貝）で、大陸法
ろ
う
し
、
ま
た
ひ
ょ
っ
と
し
て
ラ
ウ
ェ
ル
［
ｇ
』
一
・
回
・
幻
・
君
の
巳
も
そ
う
に
造
詣
の
深
い
民
間
人
を
Ｍ
っ
て
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
に
赴
圧
さ
せ
て
欲
し
い
と
要
謝
し
た
利
川
は
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
の
人
は
あ
り
得
な
い
し
た
。
（幻）
だ
ろ
う
。
し
か
し
ラ
ウ
ェ
ル
に
よ
る
こ
う
し
た
洲
在
結
果
の
利
川
に
つ
い
Ｗ
時
期
は
、
一
九
川
ｎ
年
一
二
川
頃
か
？
て
も
、
私
は
何
も
Ⅲ
い
た
こ
と
も
な
い
し
、
知
ら
な
い
。
Ｋ
そ
こ
ま
で
明
確
に
は
覚
え
て
い
な
い
。
そ
の
帖
采
、
オ
プ
ラ
ー
ニ
（羽）
『菊と刀』も、当時まだ公刊もされていなかったと思うし、九Ｗ六年二月米川）とプレィクモァ［曰可・ョ仰晩い・四口丙の日ＯＮの］
比
政
局
で
は
誰
も
秘
ん
で
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
Ⅱ
水
の
パ
航
史
を
研
究
（
さ
ら
に
後
に
問
征
）
が
選
ば
れ
、
米
Ⅲ
し
た
の
だ
。
オ
プ
ラ
ー
は
感
状
し
て
い
た
ハ
タ
と
い
う
入
城
行
の
Ⅱ
水
人
か
ら
、
二
○
年
ほ
ど
前
に
も
同
蛾
案
起
峨
作
業
が
終
わ
る
前
に
米
Ⅲ
し
た
の
だ
が
、
け
が
で
十
川
ほ
ど
人
（”） 
じ
質
問
を
受
け
、
私
は
同
じ
答
え
を
し
て
い
る
。
院
し
て
い
た
の
で
、
起
草
作
業
そ
の
も
の
に
は
間
に
合
わ
ず
、
参
画
し
て
（別）
い
な
い
。
大
陸
法
専
門
家
の
赴
任
を
要
諦
し
、
結
果
と
し
て
オ
プ
ラ
ー
を
②オプラーの赴任について
州
脚
し
た
こ
と
に
な
る
の
が
私
で
あ
る
こ
と
は
、
オ
プ
ラ
ー
本
人
は
ｎ
群
（蛇）
Ｋ
私
は
、
日
本
の
法
制
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
法
系
な
の
で
あ
る
か
ら
、
に
垂
曰
い
て
い
な
い
し
、
亡
く
な
る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ｎ本の法制改革のためにＧⅡＱには大陸法の専門家が必要だとオプラーは大変な碩学で、良い人柄（日８℃の厨○コ）で、親
早
い
時
期
か
ら
意
識
し
て
い
た
。
実
際
に
大
陸
法
の
専
門
家
を
民
政
局
に
切
な
人
（
②
三
の
貝
ロ
の
『
⑪
。
。
）
で
あ
っ
た
。
Ⅲ
本
人
も
ア
メ
リ
カ
人
も
、
沼鴫するべきだ、と要請したのは私である。もっとも、［以下皆オプラーが好きだった（向くのミワＯＳ房８○ロローの『一）。
に見るとおり］私がオプラーという人選をしたのではない。
元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
）
（
和
Ⅲ
）
一三七
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法
学
志
林
第
几
十
Ⅲ
巻
第
二
賠
③氏政局の「家」制度廃止の公式刀針の有無・オプラーの役割
Ｗ
民
政
局
に
「
家
」
制
度
廃
止
の
公
式
方
針
は
あ
っ
た
か
？
（鋼×鈍）
Ｋ
わ
か
ら
な
い
。
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ｌ
民
法
改
正
を
主
導
し
た
一
人
で
あ
る
当
時
の
司
法
省
鶴
鞭
局
撞
、
奥
野
健
一
は
、
オ
プ
ラ
ー
か
ら
「
『
家
』
は
問
題
だ
」
と
い
う
発
言
が
（鯛）
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
オ
プ
ラ
ー
と
奥
野
の
会
談
は
ど
の
時
点
（師）
か
？
．
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
側
に
記
録
は
あ
る
と
思
う
か
？
ま
た
、
主
と
し
て
司
法
省
の
役
人
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
（
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
な
ど
）
の
間
の
民
法
・
戸
繍
法
改
正
に
関
わ
る
会
談
三
九
四
七
年
Ⅱ
’
七
Ⅱ
）
は
、
Ｈ
水
川
に
は
（師）
か
な
り
詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
に
は
紀
録
が
作
ら
れ
て
い
る
と
思
う
か
？
Ｋ
〔
ど
の
時
点
か
は
判
ら
な
い
。
典
休
的
祁
録
が
あ
る
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
が
、
一
般
論
と
し
て
］
腿
水
仙
に
記
録
は
い
ち
い
ち
残
し
て
い
な
い
。
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
も
、
会
談
に
出
席
し
た
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
が
ｎ
分
一
人
の
場
合
、
自
分
で
詳
細
な
発
高
氾
録
は
残
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
Ⅸ
政
局
で
、
我
々
は
時
に
応
じ
て
富
の
日
・
日
日
ロ
日
帛
○
Ｎ
宛
の
８
ａ
を
作
る
こ
と
は
（銘）
あったが。
Ｗ
川
脇
教
授
に
拠
れ
ば
、
オ
プ
ラ
ー
は
「
家
」
の
全
伽
的
廃
止
に
つ
い
（鋤）
ては「ゆずれない」と一一一ｍっていたというが、この点についてど
う思うか？
Ｋ
懲
法
二
四
条
が
〔
邪
災
上
］
成
立
し
た
後
で
、
な
お
か
つ
「
家
一三八
（
時
）
」
を
残
す
こ
と
は
そ
も
そ
も
不
可
能
だ
か
ら
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
と
し
て
は
「家」については廃止云々を言う必要はない。つまり、戸主権
の
具
体
的
内
容
を
二
四
条
は
箇
条
書
的
に
否
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「家」は実質的に廃止される以外選択肢はないであろう。
Ｗ
し
か
し
、
戸
主
権
は
否
定
し
て
い
る
が
、
実
質
に
せ
よ
形
式
に
せ
よ
「家」を残そう、という動きはあり、民法・戸職法改正過樫で
象
徴
的
な
「
家
」
存
侃
案
は
突
際
に
あ
っ
た
が
。
ま
た
図
会
で
意
法
改
正
担
当
の
国
務
大
臣
金
森
徳
次
郎
も
、
遼
法
二
四
条
の
下
で
も
「
家
」
は
存
佃可能、と一一㎡い統けていた。［時Ⅲ不足であったこともあり、
以
上
の
点
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
か
ら
は
コ
メ
ン
ト
無
し
。
］
金
森
は
迦
法
の
三
川
六
川
案
に
は
ベ
ー
ス
と
し
て
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
案
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
耽
案
］
が
あ
る
と
は
前
え
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
を
政
府
案
と
し
て
か
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
箪
傘
《
を
弁
趣
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
懲
法
が
成
立
し
て
も
家制度は存置できる旨を並狼していたのだと思うが。
Ｋ遜法敵，案をＧⅡＱ案だと（門えなかったのは、吉川〔茂〕が
二
月
一
三
日
の
会
談
で
、
そ
の
こ
と
は
秘
密
に
し
て
く
れ
、
と
我
々
Ｇ
Ⅱ
Ｑ側に言ったからだ。秘密にするのは吉田の考えであった（胃
三ｍ⑭三日ロの魁）。ホイットニーはこれに対して、秘密にしてよ
（側）
い、と一言ったのだ。
Ｗ
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
つ
い
て
、
オ
プ
ラ
ー
か
ら
逐
一
説
明
を
受
け
ていたのか？オプラーに脂示（。】Ｈの８．口い）を川したことは
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あ
っ
た
か
？
そ
れ
と
も
こ
の
二
法
の
改
正
作
業
は
、
ほ
と
ん
ど
オ
ブ
な
く
て
結
蛎
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
戸
主
権
の
廃
止
に
は
ラ
ー
に
任
さ
れ
て
い
た
の
か
？
私
も
個
人
的
に
賛
成
で
あ
っ
た
。
Ｋ
私
は
、
民
法
・
戸
籍
法
改
正
は
［
他
の
多
く
の
法
改
正
と
同
様
］
オ
Ｗ
民
法
・
戸
籍
法
改
正
は
オ
プ
ラ
ー
に
一
任
し
て
い
た
な
ら
ば
、
オ
プ
プ
ラ
ー
に
一
任
し
て
い
た
。
民
政
局
で
は
ホ
イ
ッ
ト
ー
ー
ー
は
そ
も
そ
も
一
ラ
ー
自
身
の
［
職
務
遂
行
に
際
し
て
の
］
方
針
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
公
式
方
針
般
的
に
、
私
に
対
し
て
あ
ま
り
細
か
い
こ
と
は
言
わ
ず
、
多
く
を
任
せ
て
と
し
て
の
実
質
的
機
能
を
果
た
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
？
い
た
。
そ
し
て
そ
の
私
は
、
［
日
本
法
は
大
陸
法
系
だ
が
、
そ
の
］
大
陸
Ｋ
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
法
に
つ
い
て
は
無
知
で
あ
る
の
で
、
［
民
法
・
戸
繍
法
改
正
も
］
大
陸
法
に
詳
し
く
、
じ
き
に
川
本
法
も
よ
く
知
る
よ
う
に
な
っ
た
オ
プ
ラ
ー
に
一
④
氏
法
改
正
に
お
け
る
ウ
ィ
ー
ド
の
役
割
に
つ
い
て
任
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
局
長
も
、
自
身
大
陸
法
Ｗ
川
島
教
授
は
『
あ
る
法
学
者
の
軌
跡
』
に
、
「
民
法
の
『
親
族
編
』
、
に
つ
い
て
は
無
知
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
改
正
作
業
は
オ
プ
ラ
ー
に
「
相
続
編
』
の
改
正
に
は
［
…
…
］
ミ
ス
・
ウ
ィ
ー
ド
［
向
日
の
］
ヨ
の
日
．
任せていた。加えて、一般的にオプラーが［改正作業を一任さＱく一目ロ［・『日ｇ－ｏｐｐＢ図口８（』・ロのの２．口（Ｃｌ＆Ｅ、民問
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
］
私
に
相
談
に
来
た
と
き
も
、
常
に
私
は
彼
の
情
報
教
育
局
）
所
属
］
［
…
…
］
が
イ
エ
ス
と
言
わ
な
い
こ
と
は
絶
対
パ
意
見
に
は
賛
成
で
き
た
し
、
自
分
と
彼
と
の
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
ス
さ
せ
な
い
と
い
う
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
じ
き
じ
き
の
指
令
が
オ
プ
ラ
ー
の
こ
と
は
な
い
。
組
織
上
は
、
［
頭
要
蛎
項
に
つ
い
て
は
］
彼
は
上
司
で
あ
と
こ
ろ
に
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
オ
プ
ラ
ー
が
私
に
言
っ
た
こ
と
が
（枢）
る
私
の
同
録
叫
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
し
、
彼
は
口
紙
委
価
を
受
け
て
い
た
あ
り
ま
し
た
」
と
、
明
白
に
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
忠
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
。
例
外
的
に
、
オ
プ
ラ
ー
と
私
の
意
見
が
別
れ
た
う
か
？
の
が
、
日
本
で
の
裁
判
官
の
公
選
制
導
入
是
非
論
争
（
賛
成
が
自
分
ほ
か
Ｋ
ま
っ
た
く
ば
か
げ
て
い
る
（
胃
冨
具
Ｓ
ｇ
』
②
ｇ
］
・
口
の
昌
一
）
。
あ
り
民
政
局
ほ
ぼ
全
員
、
反
対
が
唯
一
オ
プ
ラ
ー
）
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
私
え
な
い
。
（机）
は最終的にオプラーの意見に従った。
［第一に、オプラーとウィードの関係について］私はウィー
た
だ
、
私
の
日
本
人
の
友
人
で
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
留
学
し
て
い
た
ド
を
個
人
的
に
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ド
は
と
て
も
低
い
ラ
ン
男
性
が
、
Ⅲ
本
人
女
性
と
同
居
し
、
子
供
ま
で
い
る
の
に
戸
主
の
同
意
が
ク
の
人
だ
。
オ
プ
ラ
ー
の
刀
が
ラ
ン
ク
も
高
い
。
［
従
っ
て
オ
プ
ラ
ー
が
元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
同
次
艮
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
）
（
和
川
）
一三九
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⑤
片
山
内
閣
と
民
法
改
正
Ｗ
片
山
内
側
下
、
や
や
リ
ベ
ラ
ル
な
民
法
改
正
案
を
国
会
で
通
す
の
は
楽
に
な
っ
た
か
？
Ｋ
司
法
大
胆
の
鈴
木
義
男
［
社
会
党
］
が
リ
ベ
ラ
ル
だ
っ
た
の
も
法
案
の図会通過にプラスに働いた（芹ロの」□且）であろう。私は片
法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号
ウ
ィ
ー
ド
の
言
う
こ
と
に
従
う
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
、
と
い》フニュアンス。］
［第二に、オプラーとマッカーサーの関係について］また、
オ
プ
ラ
ー
、
身
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
会
っ
た
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
オ
プ
ラ
ー
ヘ
の
脂
示
が
普
斌
に
よ
っ
た
な
ら
ば
、
私
を
通
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
私
自
身
も
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
人
間
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
実
際
ど
の
程
度
会
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
、
出
政
局
を
例
に
と
る
と
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
局
長
は
む
ろ
ん
よ
く
会
っ
て
い
た
が
、
［
民
政
局
の
ナ
ン
バ
１
２
で
あ
っ
た
］
私
自
身
も
あ
ま
り
会
っ
た
こ
と
は
ない。スウォウプ［の目］・の三・円］［マッカーサー草案起草に
参
加
当
時
海
箙
中
佐
〕
な
ど
は
、
本
国
帰
国
の
際
に
な
っ
て
や
っ
と
一
度
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
だ
。
［
以
上
二
点
に
拠
り
］
従
っ
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
か
ら
オ
プ
ラ
ー
に、［ウィードなどという低いランクの人間の具体名を準げて］
（綱）
そうした指一水がありようがない。
⑥
遜
法
・
民
法
・
戸
廠
法
改
正
全
般
に
関
わ
る
占
伽
政
策
に
つ
い
て
Ｋ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
簸
〃
針
（
□
呂
旦
）
は
、
懸
法
・
民
法
、
そ
し
て他の法も、日本国民の自川に表示せられたる意思（旬のの辱の〆‐
（縄）
ｂＨの脇の口乏筥○帛岳の〕ロロ目の⑭のロの○つ］の）に基づかねばならない、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
四
六
年
一
月
三
○
日
（
即
ち
憲
法
起
草作業前）の極東諮問委員会（岳の句日向ロ⑫庁のｇレロぐ】の。ｑ
○○日目閉一○口》司同』○）に対する発言録に救っていることだが、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
曰
く
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
が
戒
告
（
８
貝
５
口
）
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
は
す
べ
て
、
日
本
側
の
反
動
を
拙
く
の
み
で
、
永
続
し
な
い
、
と
い
う
（柵）
も
の
だ
。
例
え
ば
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
議
会
に
つ
い
て
は
一
院
制
案
だ
っ
た。つまり、賀族の制度は廃止されるのだから、二院は必要な
い
、
と
い
う
点
を
彼
は
強
く
言
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
結
局
彼
は
、
Ⅲ
本
人が二院
制を望
む
のなら
ば
そうさ
せ
ろ、と
した
。なぜならば
、
それが「Ｈ水岡氏の、川に表示せられたる意思」であるからだ。
［その後も、マッカーサーの力針は］マッカーサーｕく、四
六
年
一
一
Ⅱ
三
日
に
遜
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
四
七
年
五
月
三
川
に
施
行
されるまでの間の法改正はすべて、日本国民の意に添うべし、
一四○
山
も
個
人
的
に
知
っ
て
い
る
し
、
そ
の
後
片
山
も
ア
メ
リ
カ
に
私
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
く
れ
た
り
も
し
た
。
当
時
片
山
は
、
氏
法
改
正
は
鈴
木
に
征
（帆）
せていたと忠・っ。
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（伯）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
か
？
オ
プ
ラ
ー
も
、
［
法
制
改
革
の
］
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
は
日
本
国
民
か
ら
Ｋ
覚
え
て
い
な
い
。
戸
籍
の
公
開
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
オ
プ
ラ
ー
と
く
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
彼
の
著
述
中
の
表
現
を
使
え
ば
、
日
本
の
改
革
は
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
オ
プ
ラ
ー
は
公
開
に
反
対
で
、
私
も
彼
と
同
意
見
（奴）
（印）
「説き勧め・勧誘による革命（屡甘ｇｏ８Ｈのご・一員】・ロ薑）」であるであった。その理由は、私自身も水平社（⑫員冨時盲）の存在
べ
き
、
つ
ま
り
「
指
令
・
命
令
に
よ
る
革
命
（
属
白
目
・
日
８
吋
の
ぐ
・
旨
「
は
知
っ
て
い
た
し
、
戸
籍
簿
の
公
開
は
離
洛
出
身
者
に
対
す
る
差
別
に
っ
は目葛）」であってはならない、と考えていた。
ながるからである。
し
か
し
国
会
で
非
公
開
原
則
が
、
公
開
原
則
へ
と
覆
さ
れ
た
の
は
全
く
⑦日本側の民法・戸籍法改正関係者との面識
記憶にない。
Ｗ
日
本
側
の
民
法
・
戸
籍
法
改
正
関
係
者
、
我
妻
［
榮
］
、
川
島
［
武
一
般
原
則
（
ｂ
１
．
９
℃
］
の
）
と
し
て
、
〔
法
案
提
出
前
に
、
法
案
に
対
し
宜
］
、
牧
野
［
英
二
な
ど
に
は
、
面
識
が
あ
っ
た
か
？
・
て
］
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
何
を
言
っ
て
も
、
国
会
に
あ
と
は
任
せ
た
（
や
り
た
い
よ
（皿）
Ｋ
私
は
我
妻
も
、
川
脇
も
個
人
的
に
は
全
く
知
ら
な
い
．
牧
野
は
私
の
う
に
や
ら
せ
た
）
の
で
、
［
法
案
の
内
容
を
ｌ
こ
の
場
合
具
体
的
に
オ
フ
ィ
ス
に
来
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
私
が
美
濃
部
［
達
吉
］
を
牧
は
戸
籍
簿
の
非
公
開
原
則
を
］
覆
す
の
は
当
然
可
能
だ
っ
た
。
覆
っ
て
ま
野
と
勘
違
い
し
て
覚
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
な
お
、
高
木
［
八
尺
た
公
開
原
則
に
戻
っ
た
の
は
残
念
（
８
．
９
口
）
で
は
あ
る
が
。
であろう］教授と長いこと話をしたことはある。）
②
三
世
代
戸
籍
徹
底
排
除
の
方
針
・
戸
籍
の
個
人
別
編
製
に
つ
い
て
（畑〉
三
一
Ｐ
籍
法
改
正
に
つ
い
て
Ｗ
一
九
四
六
年
七
’
九
月
の
段
階
で
の
、
日
本
側
の
法
改
正
関
係
者
に
①戸
籍
簿
公
開
原
則
の
是
非
に
つ
い
て
よ
る
三
世
代
以
上
の
戸
籍
を
（
例
外
は
あ
る
が
）
原
則
的
に
排
除
す
る
刀
Ｗ
戸
籍
簿
公
開
原
則
が
司
法
省
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
と
の
間
の
会
談
で
削
針
の
成
立
に
際
し
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
何
も
意
見
・
指
示
な
ど
は
し
な
か
つ
除
さ
れ
、
非
公
開
が
原
則
と
さ
れ
て
の
ち
、
参
議
院
で
公
開
原
則
が
全
面
た
の
か
？
そ
の
後
、
翌
四
七
年
八
’
九
月
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
い
意
向
の
下
（記）
的
に
復
活
し
て
い
る
（
そ
の
後
衆
議
院
で
も
復
活
が
議
決
、
成
立
）
が
、
に
、
三
世
代
一
Ｐ
籍
徹
底
排
除
の
方
針
が
確
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
こ
の
公
開
原
則
復
活
の
過
程
で
、
民
政
局
は
何
か
日
本
側
か
ら
聞
い
て
い
て
何
か
記
憶
に
な
い
か
？
ま
た
、
同
四
七
年
一
○
月
の
司
法
省
と
Ｇ
Ｈ
元ＧＨＱ民政局次長故ｃ・Ｌ・ケイディス氏へのインタビュー（’九九三年）（和田）
一四一
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③法
改
正
の
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
側
の
手
続
に
つ
い
て
Ｗ
日
本
側
の
当
時
の
戸
繍
法
改
正
の
担
当
者
が
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
局
は
戸
蜥
法
案
を
「
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
っ
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
了
解
も
と
ら
な
（別）
き
ゃ
い
か
ん
の
だ
ぞ
と
」
『
葛
っ
た
、
と
回
航
し
て
い
る
が
、
本
当
に
そ
う
し
た
手
続
が
必
要
だ
っ
た
の
か
？
Ｋ
あ
り
え
な
い
。
一
般
的
に
、
川
本
の
法
改
正
案
に
つ
い
て
一
々
ア
メ
リ
カ
水
囚
か
ら
了
承
を
取
る
こ
と
な
ど
、
全
く
必
泌
な
か
っ
た
。
戸
獅
法
の
み
例
外
的
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
問
い
合
わ
せ
、
他
の
法
案
に
つ
い
て
は
Ⅲ
い
合
わ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
（錨）
こ
う
し
た
手
続
の
例
外
は
殆
ど
な
い
。
例
え
ば
、
一
九
四
六
年
三
’
四（鉛）
月
の
選
挙
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
が
占
傾
し
た
四
局
の
問
題
が
あ
っ
た
。
［民政局の］リゾー［司日口穴囚蔑。〕が、ワシントンＤＣに電報
（
８
亘
○
）
を
送
る
べ
く
下
桝
を
惑
い
た
・
こ
れ
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
名
で
書かれ、国務省（の日（の、８口耳目の日）の］。】日○三。｛宛だっ
た
と
思
う
。
そ
の
下
書
が
私
の
と
こ
ろ
に
回
さ
れ
て
き
た
。
私
は
リ
ゾ
ー
に
対
し
、
こ
の
下
書
の
承
認
・
電
報
発
信
を
拒
否
し
た
。
問
題
自
体
は
函
法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号
Ｑ
の
会
談
で
は
、
本
来
は
完
全
に
個
人
別
編
製
の
い
わ
ば
「
カ
ー
ド
式
」
戸
籍
の
実
現
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
強
い
意
向
だ
っ
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
た
（卿）
が
？
Ｋ［三点につきいずれも〕覚えていない。
四
「
家
」
制
度
と
天
皇
制
の
連
関
に
関
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｃ
内
部
の
理
解
に
つ
い
て
Ｗ
戦
後
直
後
の
日
本
の
議
会
で
も
、
天
皇
制
と
「
家
」
制
度
が
国
体
の
（訂）
二
つ
の
柱
で
あ
る
、
と
い
っ
た
論
調
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
そ
の
一
万
で
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
の
内
部
文
替
を
含
む
史
料
を
凡
て
も
、
民
法
・
戸
締
法
上
の「家」改廃に際して、氏政局には「家」制度と天皇制の巡閲
の
認
識
が
極
め
て
希
薄
だ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
？
④
そ
の
他
１
回
繍
法
Ｗ
民
法
・
戸
籍
法
改
正
に
つ
い
て
、
他
に
特
に
覚
え
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
？
Ｋ
特
に
な
い
。
［
瓜
法
は
と
も
か
く
、
戸
脇
法
に
間
接
的
に
関
わ
る
話
として］以下の話なら覚えている。Ⅲ本人の提案で、淑法に、
Ⅱ
水
囚
聯
に
つ
い
て
は
法
で
決
め
る
旨
規
定
し
た
［
第
一
○
条
］
が
、
こ
の
提
案
に
つ
い
て
も
私
は
〔
Ⅲ
水
川
の
方
針
を
蝉
晒
し
］
異
議
な
し
（ロ○○口の、酋○。）であった。
一四二
要事項であったが、結局電報は出さず、ＧＨＱの我々だけで決
め
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
、
こ
の
く
ら
い
頭
要
な
こ
と
で
も
自
分
た
ち
の
み
で
決
め
て
い
た
の
だ
。
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Ｋ
時
期
は
正
確
に
記
憶
し
な
い
が
占
領
の
早
い
時
期
、
恵
法
草
案
を
書
ん
だ
が
、
フ
ジ
イ
の
水
の
考
え
方
は
、
そ
れ
に
か
な
り
類
似
し
た
考
え
方
（閑）
い
た
後
、
し
か
し
［
民
法
含
む
］
諸
法
を
作
る
［
改
正
す
る
］
一
別
の
時
期
だ
っ
た
。
美
し
い
装
丁
の
本
だ
っ
た
が
。
〈
Ｔ
で
も
私
は
自
宅
に
あ
の
本
を
だ
が
、
フ
ジ
イ
と
い
う
題
法
学
者
が
、
日
本
の
遜
法
に
関
す
る
、
分
厚
い
持
っ
て
い
る
。
（的）
大
き
な
英
誠
叩
の
日
粋
を
私
に
献
口
王
し
て
く
れ
た
。
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
の
私
の
オ
フ
ィ
日
本
の
［
旧
来
の
］
国
体
が
終
隠
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
金
森
ス
ま
で
フ
ジ
イ
が
来
た
か
ど
う
か
ま
で
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
有
斐
閣
か
国
務
大
臣
が
脚
会
で
議
論
し
て
い
た
の
だ
が
、
彼
は
こ
の
点
暖
昧
に
し
た
どこか、高名な出版社刊行の本で、直筆で「ケイディス大佐へままだった。彼の図会での議論は、英語の官報で逐一私も読ん
ｌ
こ
の
本
を
楽
し
ん
で
読
ま
れ
ま
す
よ
う
に
（
㈲
。
ｏ
・
貝
鰹
：
１
胃
で
い
た
。
（
英
諮
の
官
報
は
；
Ｃ
〔
総
來
委
員
会
］
に
も
送
ら
れ
て
い
ず○℃の】・巨君・巳口の巳・望円の且】ロ【三⑫。）」といったような文言のた。）金森は「［旧来の］国体は新憲法でも維持される」と言
献
辞
を
書
い
て
く
れ
た
。
天
皇
制
と
「
家
」
制
度
の
連
関
に
つ
い
て
も
言
う
の
で
、
私
は
Ｆ
Ｅ
Ｃ
が
こ
れ
を
読
ん
だ
ら
何
と
言
い
出
す
か
心
配
で
及
の
あ
る
本
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
れ
を
通
し
て
読
ん
で
、
そ
れ
か
ら
オ
ブ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
金
森
と
会
っ
［
て
、
彼
の
発
言
を
問
題
視
し
て
（帥×印〉
ラ
ー
を
含
め
、
当
時
の
民
政
局
の
色
々
な
人
に
回
覧
し
た
。
（
オ
プ
ラ
ー
い
る
】
口
伝
え
］
た
。
に
は
確
か
に
貸
し
た
。
彼
以
外
の
誠
に
貸
し
た
か
は
明
確
に
は
覚
え
て
い
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
天
皇
制
と
「
家
」
制
度
の
関
係
の
問
題
な
い
。
）
彼
ら
が
本
当
に
読
ん
だ
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
貸
し
た
は
、
私
は
知
っ
て
い
た
。
日
本
人
の
間
で
は
、
天
皇
制
と
「
家
」
制
度
の
の
は
確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
は
〔
日
本
人
の
意
識
に
お
け
る
］
天
皇
関
係
に
つ
き
、
大
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
し
、
そ
の
こ
と
も
知
っ
て
い
た
。
制
と
「
家
」
制
度
の
結
合
（
８
ヨ
ワ
ヨ
農
○
コ
）
は
よ
く
知
っ
て
い
た
。
ま
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
は
そ
う
し
た
大
議
論
は
な
か
っ
た
。
こ
の
関
係
は
、
た
、
民
政
局
で
こ
の
木
を
読
ん
だ
者
は
少
な
く
と
も
、
こ
の
結
合
に
は
慣
オ
プ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
自
分
の
担
当
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
は
当
然
閉
れ
親
し
ん
で
い
た
（
［
ロ
且
一
同
同
）
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
本
は
余
り
学
問
的
心
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
発
言
し
た
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
Ｇ
な本（円ロ・一周ごｄｏ・【）ではなかった。美漉部［達吉］、牧野ⅡＱ内で天馳制と「家」制度の関係を、以上のような「四体」
［
英
二
、
サ
サ
キ
［
佐
々
木
惣
一
で
あ
ろ
う
〕
な
ら
ば
あ
あ
い
っ
た
本
は
に
絡
ん
だ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
議
論
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
轡
か
な
い
だ
ろ
う
。
氏
政
局
で
は
フ
ジ
イ
の
こ
と
を
「
天
皇
崇
拝
者
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
で
そ
う
し
た
記
録
を
見
た
こ
と
は
な
い
。
（向日ロの吋○ｎコ・厨冨ロロ円）」と呼んでいた。私は武士道の本も読比政局のメモランダムで、天皇制・国体に関するもので、一
元
Ｏ
Ｈ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
Ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
×
和
川
）
一四三
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法
筆
志
休
第
九
十
四
巻
第
二
号
っだけ私が思い出せるのは、簡沢［俊義］教授からオプラーに
宛てた評簡についてのものだ。諜耐は、「我々はＮ体について、
心配している（言。、くの三○『ュの。§・貝ぎぎ目・）」という内容
であったが、これに対し、「国体について心配する必要はない。
な
ぜ
な
ら
、
川
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
直
言
を
受
諾
し
た
と
き
に
、
旧
体
は
も
う
終鴻をみたのだから。」という内容で、メモランダムを残して
（舵）
いる。（１）当時大佐（○・］○コの］）。課艮は勺ロワニ、シ日日ロ】⑫［３斤』。ｐロー
ぐ国。□Ｏご・［で一九Ｗ大作二Ⅱ－八Ⅱ、次腿は胃旨□直ｑ
○亘の［・［ｓのｍの２．口で一九四六年几Ⅱｌ四八年の期側であ
る。
（
２
）
こ
の
条
文
は
、
起
噸
過
腿
で
数
肛
条
文
の
耐
ザ
が
変
化
し
て
い
る
が、木脇では他流上、新忠雄の条文冊リ「二Ｎ」条として前
及する。
（３）同テーマの研究の詳細は近々発表の予定であるが、さし
あ
た
り
、
本
紀
録
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
も
蹄
ま
え
て
そ
の
後
発
表
し
た
、
以
下
の
何
テ
ー
マ
の
川
脇
二
柵
を
全
般
的
に
参
川
。
寓
言
三
六
・
三“８．．．司迂の］目目のいの句口日身匠肴幻の｛・『ョ８１口、［ロの
己。⑫ごＰ『○８５呂○貝三口⑩岳の．国。Ｐ⑫の》（愚）シワ○房ロ８勺．．
の□、弓函回冨、くろ・ご局ＰＲ恩巨貸恩＆已忍』§§（貢甸Ｒ‐
計駁苅図８月苫（ごヨミ』§§②Ｃａ・』。□＆行ｇ・苛苛ヨロミヨ’
。』②ＣｑＣＳ風８（』園。。§ごＨざごの風②円蔦ヨミ周辱循堕穴
一四四
の巳【の。ｑ」：§Ｃ・ヨョ旨・の【。【ｓの幻○のい⑪⑰．】９ｍ〔全巻
の皿し画満弓はないが、仙稿限りでのｇ・芦－局の□悉号あ
り
］
（
右
の
論
旨
を
や
は
り
英
文
で
詳
述
し
た
も
の
が
近
々
屑
§
苛
冒旨菖・『。］・圏に掲載予定）、及び「戦後占領期の民法・戸
繍法政脈ｌ「家』の礎止とその限界」『法社会学」鋪四八
咄（一九九六年三Ⅱ）、二○九’二一川Ⅱ。
（４）そのためにも、水隅の注の英文文献引川も、法学者が川
い
る
」
＆
蔓
可
司
の
湯
§
罰
ａ
Ｑ
Ｂ
斡
目
（
い
わ
ゆ
る
・
ず
」
月
頁
５
冠
）
に
は
従
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
飛
呑
の
効
扮
す
る
法
政
大
挙
法
学
部
の
仙
艸
体
１
郎
枚
役
に
は
、
本
概
執
派
巾
に
数
度
に
亙
り
砒
肛
な
ご
示
唆
を
賜
っ
た
。
磁
謝
巾
し
上
げ
る
。
（５）インタビューの概会を与えて下さった方々、殊に川Ⅱ二
六
Ⅲ
に
つ
い
て
樋
口
剛
一
教
授
、
瓦
Ⅱ
大
川
に
つ
い
て
は
利
谷
偏
義
敬
授
に
、
こ
の
側
を
か
り
て
畷
謝
巾
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
．
シ
⑪
夕
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
（
次
注
参
照
）
を
こ
の
時
に
川
珊
さ
れ
、
歌
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
協
力
的
で
あ
ら
れ
た
鈴
木
剛
典
氏
に
も
お
礼
巾
し
上
げ
る
。
（
６
）
同
人
の
激
法
改
旺
へ
の
関
与
、
そ
の
他
に
つ
き
、
詳
細
は
シ
ロ
タ
Ⅱゴードンノ平岡（後注９②）を見よ。本稿ではフルネーム
表記をしない場合、一九四六年時の同人を「シロタ」、結婚
後（主に一九九三年時以後）の同人を「シロタⅡゴードン」
と
表
記
す
る
。
ま
た
、
飛
行
は
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
に
も
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
と
同
時
期
の
一
九
九
三
年
四
Ⅱ
二
六
川
（
ケ
イ
デ
ィ
ス
と
同
じ
機
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会
）
、
二
九
日
（
私
的
懇
談
会
）
、
五
月
四
日
（
公
開
講
滅
会
）
、
五
Ⅱ
チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｌ
・
ケ
ー
デ
ィ
ス
ワ
マ
、
但
し
以
下
で
は
便
宜
上
（
筆
者
に
よ
る
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
に
、
同
じ
テ
ー
マ
で
イ
ン
タ
「
ケ
イ
デ
ィ
ス
」
箸
と
し
て
引
用
す
る
］
、
竹
前
栄
治
・
岡
部
史
信
訳
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
殊
に
後
注
９
②
の
文
献
中
に
な
い
内
容
は
、
「
日
本
国
憲
法
制
定
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
役
割
（
上
）
（
下
と
「
法
律
早
期
に
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
本
稿
の
注
に
必
要
な
範
囲
で
時
報
」
六
五
巻
六
号
（
一
九
九
三
年
五
月
）
二
七
－
三
九
頁
、
同
巻
七
簡単に言及はしておいた。）
号（同年六月）一三’二○頁。）
（
７
）
こ
の
日
の
研
究
会
は
、
後
掲
「
ベ
ァ
テ
の
日
本
国
憲
法
中
」
（
後
②
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
に
よ
る
６
の
注９②）に価単に言及がある。
＊
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
「
私
は
こ
う
し
て
女
性
の
権
利
条
項
（
８
）
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
極
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及
び
そ
の
記
録
の
を
起
草
し
た
」
（
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
愈
義
は
、
当
酬
宥
（
水
記
録
で
は
ケ
イ
デ
ィ
ス
）
の
記
憶
の
正
確
さ
や
側
き
手
枇
川
啓
子
）
『
世
界
』
一
九
九
三
年
六
Ⅱ
号
（
第
五
八
三
号
）
そ
れ
に
よ
る
「
窓
楓
的
」
馴
火
の
把
握
（
は
あ
る
に
せ
よ
そ
れ
の
み
）
［
以
下
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
臓
川
、
と
し
て
引
川
］
六
一
’
七
○
に
で
は
な
く
、
当
時
の
経
緯
の
当
事
背
に
よ
る
班
解
、
及
び
「
皿
解
」
画
、
特
に
六
五
－
七
○
頁
。
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
提
示
さ
れ
る
も
の
に
あ
る
。
従
っ
て
本
記
＊
「
ベ
ァ
テ
の
日
本
国
恵
法
上
・
中
・
下
」
（
順
に
、
朝
日
新
聞
一
録
の
内
容
も
、
関
連
文
献
と
併
せ
て
批
判
的
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
九
九
三
年
四
月
二
六
Ⅱ
夕
刊
一
○
面
、
同
Ⅱ
二
七
冊
夕
刊
一
○
面
、
同
本
稿
で
は
最
低
限
を
注
に
て
述
べ
る
に
と
ど
め
、
詳
細
は
拙
稿
・
別
稿
月
二
八
日
夕
刊
一
四
面
）
［
主
と
し
て
こ
の
時
来
日
中
で
あ
っ
た
シ
ロ
（注３参照）に譲ることとしたい。（なお、後注妬、皿も参照。）夕Ⅱゴードンヘのインタビューに基づいた記事であろう］
（
９
）
本
項
日
に
つ
き
、
本
稿
と
の
関
連
で
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
の
直
接
関
係
者
に
＊
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
箸
、
平
岡
膳
紀
子
構
成
・
文
『
ｌ
よ
る
も
の
及
び
彼
ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
特
９
４
５
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
日
本
国
憲
法
に
「
男
女
平
等
」
を
書
い
た
に
近
時
（
概
ね
一
九
九
三
年
以
後
）
発
表
さ
れ
た
次
の
文
献
の
み
を
指
女
性
の
自
伝
』
柏
響
房
、
一
九
九
近
年
［
以
下
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
摘しておきたい。
／
平
岡
、
と
し
て
引
川
］
、
「
Ｖ
Ⅱ
本
国
迩
法
に
『
男
女
平
等
」
を
轡
①ケイディスによる６の
く」（一二八’二一九画）。但し、同梯は史料としては粁干側
＊ｏｇ１の⑰伊・尻且の⑰．鰻閂ロのショの風８口”ｏ」の】口幻のく国目題がある。同掛巻頭のシロタⅡゴードンの「謝辞」（画瀞号
〕ロロ：．、冒図臥巳○・国⑳口Ｅ口・ロ．．．Ⅳ冒日』②ａ§８９日且；なし）、及び三一三’三一四頁の平岡氏の記述にあるとおり、
②．ご・］．Ｓ一・Ｚ。．、．⑪ロョョの『］圏Ｐロロ・巴⑫ＩＲ『。（和訳が、同書は、シロタⅡゴードン吹き込みのテープを平岡氏が書き
元ＧＨＱ民政局次長故Ｃ・Ｌ・ケイディス氏へのインタビュー（一九九三年×和川）
一四五
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十
四
巻
第
二
号
起
こ
し
、
そ
れ
を
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
に
読
み
間
か
せ
訂
正
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
誤
謬
は
免
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
？
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
は
、
〈
私
は
、
二
四
条
な
ど
の
起
草
時
に
明
治
民
法
な
い
し
そ
の
関
連
文
献
は
全
く
参
照
し
て
お
ら
ず
、
仮
に
も
参
照
し
た
関
係
者
が
い
た
と
す
れ
ば
人
権
の
章
の
起
草
を
共
に
担
当
し
た
Ｑ
ぐ
澤
田
普
厨
○・日旨の①のワイルズ（四・回・ゴ旨のの）であろう〉と言明し
ている。さらに筆者は、「読んだことはないので、読みたい」
と
い
う
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
に
乞
わ
れ
て
、
明
治
民
法
の
英
訳
を
送
っ
て
い
る
二
九
九
三
年
）
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
は
一
五
六
頁
で
、
当
時
の
シ
ロ
タ
が
「
分
〃
い
民
法
に
も
目
を
通
し
た
。
〔
…
…
］
辞
繊
と
大
桁
剛
を
減
じ
つ
つ
、
女
性
の
樅
利
の
条
項
は
繰
り
返し読んだ。［……改行……］Ⅲ民法［いわゆる「明治民法」
を指す］の第一四条には〈〔……条文原文略・…・・］〉とあって、
妻
は
準
禁
治
藤
者
と
同
じ
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
」
と
あ
る
。
兼
者
の
妃
憂
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
瓢
む
が
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
の
聯
後
調
査
と
、
新
憲
法
起
草
当
時
の
シ
ロ
タ
の
知
識
や
作
業
が
混
同
さ
れ
て
は
い
ないだろうか？（なお、後注加も参照。）
＊
関
口
千
恵
「
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
憲
法
の
男
女
平
等
条
項
を
起
草
し
た
ベ
ァ
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
氏
」
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー
」
五
○
一
号
二
九
九
六
年
九
月
）
一
○
八
’
一
○
九
頁
も
全
般
的
に
参
照
。
（校正中に接したため、本稿には十分に引用できていないが、
後注加参照。）
一四六
③ケイディス、シロタⅡゴードンを含むＧⅢＱ関係者への
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
し
た
も
の
＊
鈴
木
昭
典
『
日
本
国
憲
法
を
生
ん
だ
密
室
の
九
日
間
一
創
元
社
、
一
九
九
五
年
。
同
書
に
も
し
か
し
、
史
料
的
に
問
題
が
散
見
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
は
、
同
書
四
五
頁
が
「
エ
ラ
マ
ン
メ
モ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
と
して褐戦する、「ハッシー文書」の頁悉号「旧ｌＣｌ２ｌ５」
及び同末尾番号「６」「７」「８」の写真、伺曹六五頁の「三
種
類
の
エ
ラ
マ
ン
・
メ
モ
」
の
う
ち
「
［
…
］
手
書
き
の
内
容
」
と
さ
れる「⑱ＩＣｌ２ｌ５」及び同末足番畷「６」の写真はすべ
て
、
ア
ッ
シ
ー
文
掛
」
の
原
典
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
Ｓ
肩
②
Ｑ
胃
忌
引
・
ロ
日
剣
の
２
ｑ
○
ｍ
冒
○
鳥
目
の
：
ご
日
の
口
：
ｑ
・
シ
い
｝
：
回す日ｑ・】＠コ（旨９。〔】』日）釦以下この版を「ハッシー文瞥」
と
し
て
川
川
）
を
卿
検
討
し
て
も
明
ら
か
に
ハ
ッ
シ
ー
（
ど
（
『
且
幻
・
胃協の］・」『・）の飛跡と見られ、エラマン（冒旨国一円目目）
の
飛
跡
で
は
な
い
。
（
ハ
シ
シ
１
文
譜
の
縦
理
・
引
川
刀
法
は
詳
述
し
な
い
が
、
例
と
し
て
旧
ｌ
ｃ
ｌ
２
の
様
に
数
字
Ｉ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
Ｉ
数
字
ま
で
で
一
つ
の
文
齊
を
表
し
、
こ
の
後
更
に
数
字
が
付
く
場
合
は、同一文書中の頁数を表す。）同「メモ」は、村川一郎・
初
谷
良
彦
『
Ⅲ
本
国
憲
法
制
定
秘
史
Ｉ
Ｃ
Ⅱ
Ｑ
秘
籍
作
業
「
エ
ラ
マン・ノート開封」』第一法規、’九九四年により既に、ヨ
ラマン・ノート」として全部の写真が八九’一六二頁に掲載
（その全文和訳が二二’八八頁に紹介）されている。同書掲
載のエラマンの筆跡と、鈴木、同前に掲載の筆跡との差異は
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で
あ
る
。
（
エ
ラ
マ
ン
に
よ
る
「
メ
モ
」
の
詳
細
は
、
さ
し
あ
シ
ロ
タ
起
蕊
条
項
の
削
除
の
確
認
は
’
二
二
二
’
二
二
Ⅲ
Ⅱ
。
右
刊
の
たり右の村川・初谷を参照。）
－
｝
》
○
Ｎ
’
二
○
七
口
の
褥
識
録
の
元
と
な
る
メ
モ
は
、
ハ
ッ
シ
ー
又
（
Ⅵ
）
こ
の
経
緯
は
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
内
部
又
符
に
あ
る
。
言
の
⑫
三
目
８
口
罰
口
‐
街
（
注
９
③
）
脚
ｌ
Ｃ
ｌ
４
ｌ
四
か
ら
同
Ｉ
別
ま
で
及
び
同
１
個
、
同
は
Ｏ
Ｂ
］
幻
の
８
ａ
ｏ
８
旨
『
・
０
国
Ｃ
ヘ
の
○
シ
で
幻
Ｃ
８
ａ
醜
（
幻
の
８
日
ｌ
兜
［
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
い
わ
ば
〈
餌
の
一
両
〉
で
決
満
し
た
胃
］
に
ｏ８５圏〕）［宵『Ｃ｝：「【の『隆二Ｚ幻○（川本の国会例打航作成兄られる。これは、近時さらに村川・初谷、前掲（注９③）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
、
以
下
層
の
ロ
用
【
託
○
・
Ｊ
は
フ
ィ
ッ
シ
ュ
耐
に
、
Ｍ
に
一
三
六
’
一
三
九
、
一
Ｎ
八
、
一
Ｋ
三
頁
に
阿
録
、
ま
た
そ
暇）］・囚〉〆ｚｏ・岸遣い・句・巨円目のへ：日冨同（瞳）勺『の鹿目‐の和訳〔部分的には疑問なしとしない］が六七’七○、七六
：ｑｏｏぐのヨョの。［の①８。。Ｑ）。『の『の。８⑩○．可８口３回○口ｌ七七、八一’八二、に、災にそれを「解説を加えて文嗽
。『口呉［ロ。。の庁冒［一○口・可の］ロ切目○ｍ［い】。］可のヶ２回ｑ乞念．化」（一六三口）したものが、一九四、二○○－二○一頁
命両○ｍ向弓冨のｇ・『：目曰「Ｒ幻③８ａ．：一日』ｍＤｏ８日房『［右の〈餌の一流〉に言及がないのはやや不十分か］にある。
乞合［②局］・の：］⑦Ｃ〔、（シ）勺而呂目目昌○○くＣ９日目戸ｍｃ８ｏｐ同経緯につき、シロタⅡゴードンノ平岡（注９②）一七四
○○口【①円のｐ８い。ｐ印８口日〔一目・｛Ｃ『鼻○・コ昌庁目○口・すの］口’一八六頁も参照。同書［特に一一○四－一一○五頁］にはない
ｕ
ｐ
且
①
［
如
一
Ｏ
］
句
８
２
色
『
『
ご
ａ
３
の
８
・
目
的
の
：
ヨ
ワ
の
『
８
局
。
詳
細
な
経
緯
と
し
て
、
筆
者
の
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
イ
ン
ク
②
可
の
円
Ｚ
○
・
局
１
画
食
囹
。
（
見
出
し
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
は
二
月
ビ
ュ
ー
に
拠
り
、
以
下
述
べ
て
お
く
。
ケ
イ
デ
ィ
ス
自
身
が
削
除
す
べ
七
Ⅲ
以
後
の
記
録
も
あ
り
、
□
觜
の
局
は
七
・
八
日
の
記
録
）
。
こ
の
き
醐
川
と
し
て
、
こ
う
し
た
内
汽
は
懸
法
に
規
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
川
の
繩
紳
の
詳
細
は
、
既
に
商
抑
斑
三
／
大
友
一
郎
／
川
巾
英
夫
編
將
く
、
後
で
民
法
に
規
定
さ
せ
れ
ば
よ
い
、
と
繰
り
返
し
主
眼
し
た
た
め
、
『
Ⅲ
水
川
懸
法
制
定
の
過
膿
Ｉ
迎
合
川
総
司
令
部
側
の
記
録
に
よ
る
Ｉ
改
雌
を
確
災
に
す
る
た
め
民
法
よ
り
も
間
位
の
懸
法
に
脱
腿
し
て
お
く
－
．
Ⅱ
』
（
Ｉ
が
「
脱
文
と
馴
訳
」
、
Ⅱ
が
「
解
説
」
）
、
斐
川
、
一
九
べ
き
と
瀞
え
て
い
た
シ
ロ
タ
も
、
上
司
の
こ
の
愈
几
に
は
綱
歩
せ
ざ
る
七
二
年
［
い
わ
ゆ
る
「
ラ
ウ
ェ
ル
文
杏
」
の
細
介
］
に
よ
り
お
お
む
ね
を
得
ず
、
シ
ロ
タ
起
賊
の
、
ハ
ッ
シ
ー
文
掛
（
派
９
③
）
別
１
０
１
２
判
明
し
て
い
る
。
（
稀
談
の
経
過
は
’
二
○
四
－
二
○
七
頁
〔
水
性
別
－
７
か
ら
同
１
８
の
「
川
」
唖
（
非
嫡
出
子
の
鑑
別
廃
止
）
、
「
ｍ
」
項
頭
の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
文
掛
は
、
ラ
ウ
ェ
ル
文
習
の
打
掛
の
こ
の
箇
所
の
酢
き
込
（
養
子
の
扱
い
、
長
子
柑
統
廃
止
）
は
削
除
さ
れ
た
、
と
い
う
（
各
条
み
通
り
訂
正
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
文
僻
］
、
「
第
二
次
試
案
」
全
体
及
び
項
の
詳
細
は
、
大
丸
秀
雄
監
修
『
川
本
Ｎ
趨
法
制
定
の
経
紳
－
－
迎
合
そ
の
解
説
は
’
二
一
六
－
二
一
一
一
五
口
、
就
中
現
行
二
四
条
の
脈
狐
と
、
囚
総
司
令
部
の
逝
法
文
併
に
よ
る
‐
－
Ｌ
第
一
法
規
、
一
九
八
几
年
元
Ｃ
Ⅱ
Ｑ
民
政
周
次
反
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
几
三
年
×
和
Ⅲ
）
一四七
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十
Ⅳ
巻
第
二
号
［
ハ
ッ
シ
ー
文
書
の
部
分
的
紹
介
・
和
訳
・
解
説
］
一
二
四
、
一
二
六
頁にも再録）。
なお、シロタⅡゴードンノ平岡（注９②）一七三頁〔股終
行］、一七八頁〔岐終行］、一八四’一八五頁によれば、二月
八
川
の
審
議
に
シ
ロ
タ
が
全
時
間
粥
同
席
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
得
る
が
、
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
は
、
コ
ホ
イットニー不在の）ケイディスとの会議に二回のみ出席した。
一時間程度であろうか」と述べている。
（
Ⅲ
）
水
坑
日
中
、
二
四
条
案
の
瀞
議
の
際
の
同
席
者
な
ど
一
見
些
末
に
思
え
る
点
も
、
審
議
の
状
況
の
再
構
成
の
た
め
、
殊
に
案
を
了
承
し
た
日
本
側
が
果
た
し
て
誰
だ
っ
た
の
か
、
加
え
て
日
本
側
か
ら
の
更
な
る
対
案
提
出
な
ど
は
な
か
っ
た
の
か
、
等
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
看
過
できない。
（
旧
）
四
Ⅲ
夜
半
か
ら
血
川
に
か
け
て
の
交
渉
の
川
席
背
は
、
佐
藤
遠
火
務
・
佐
藤
功
補
訂
『
川
本
阿
懲
法
成
立
史
第
三
巻
」
、
斐
側
、
一
九
九
四
年
（
初
出
は
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
」
一
九
五
五
年
’
五
六
年
）
に
拠
れ
ば
、
松本〔蒸治］大臣、佐藤達夫自身、白洲次郎に加え、外務省
の
嘱
託
、
長
谷
川
元
吉
・
小
畑
薫
良
（
「
両
氏
は
外
務
省
で
の
翻
訳
の
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
」
）
（
以
上
一
○
五
頁
）
、
更
に
午
後
八
時
半
過
ぎ
に
来
た
、
岩
愈
規
火
謝
記
官
二
○
七
頁
）
で
あ
り
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ側は、通訳は「大体」シロタで、「白洲氏にもときどき発
言
を
た
の
ん
だ
」
（
二
○
頁
）
と
い
う
。
（
シ
ロ
タ
ー
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡（注９②）二一二頁、鈴木、前掲（注９③）一一一○九頁は四
一四八
日
午
前
の
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
み
掲
げ
る
が
、
前
者
一
二
二
、
二
一
七
頁に拠れば、ジョゼフ・ゴードンロ。⑫ＳｐｏＣａ８）巾‐肘
はこの夜の会議から翌川遅くまで川席。）
（旧）出の『⑪す『は、宛○斤耐瓜ロゴ「四日口回○句日ロ【」（温のロゴ
の盲』日：（史］の。）．ｄ馬込芦§Ｃ３ｓＢ３ヨミ冑も§』墳中－
尾
岡
恥
§
§
認
・
旨
穂
＆
囚
冨
（
侭
烈
ｓ
ご
く
尋
伺
②
５
劃
ト
・
菖
固
層
紺
豈冒符乱口時・ショの１８口ロ耳目・『シいい。。国は○口○三８ｍＰ】＆《
［句８『ご【の□ず『菖汀○口『○のゴ○○の貝の『・曰○百○・＄ｇ］の巻末
の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
ス
タ
ッ
フ
の
ご
烏
Ｈ
に
●
も
記
峨
が
な
く
、
［
園
（
ロ
自
国
の
及
び綴り未確認・不明（国の別ロ］の綴りはケイディスに拠る）。
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
談
著
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
側
の
在
席
者
は
、
二
四
条
の
審
議
時
、
こ
の
ほ
か
に
も
民
政
局
の
通訳として、へ１スコヴィッッロ国の副六○三］口］、そのほか
二
、
一
一
一
人
日
系
二
世
が
い
た
。
交
泌
総
果
に
つ
い
て
は
、
佐
瀧
、
前
掲
（注皿）一二二瓦参照。（側し伺漕同画川にも、シロタⅡゴー
ドンノ平岡（注９②）二一五’二一六頁、鈴木、前掲（注９
③
）
三
一
一
’
三
一
二
頁
に
も
、
こ
の
時
の
在
席
者
の
リ
ス
ト
は
、
Ｇ
ⅡＱ側・日本側を問わず、無い。）
（
Ｍ
）
司
旨
の
い
の
名
は
「
ワ
イ
ル
ヅ
」
と
表
記
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
の
多
く
の
和
文
文
献
の
表
記
に
従
っ
た
。
他
力
ぺ
勾
只
輿
の
名
前は、和文文献では多く「ロウスト」と記戟されている。シ
ロタⅡゴードンノ平岡（注９②）、鈴木（注９③）、ウィリァ
ムズ和訳書（後注卯）など。しかし、ケイディス、シロタⅡ
Hosei University Repository
ゴ
ー
ド
ン
双
方
へ
の
飛
行
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
内
で
イ
デ
ィ
ス
は
本
圃
文
中
の
文
一
百
と
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
の
記
憶
と
、
い
は
「
ル
ー
ス
ト
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
の
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
従
う
。
ず
れ
が
正
し
い
か
は
っ
き
り
と
記
憶
に
は
な
い
も
の
の
、
前
者
で
あ
っ
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
横
田
（
注
９
②
）
、
前
掲
「
ベ
ァ
テ
の
日
本
国
た
と
思
う
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
憲
法
上
・
中
・
下
」
（
同
性
９
②
）
も
「
ル
ー
ス
ト
」
と
表
記
。
（
肥
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
に
拠
れ
ば
、
ま
た
は
．
、
○
戸
目
】
［
【
・
『
言
一
段
（
旧
）
多
分
こ
れ
が
注
屹
の
小
畑
（
お
ば
た
？
）
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
の
埒
○
区
。
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
の
こ
と
。
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
飛
背
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
（
川
）
荻
者
に
よ
る
シ
回
夕
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
「
こ
の
条
項
の
交
渉
の
時
に
征
胴
し
て
い
た
Ⅲ
本
川
は
通
訳
を
含
め
て
「
私
は
こ
の
日
の
交
渉
に
は
、
純
粋
に
通
訳
と
し
て
在
顎
・
同
附
し
て
三
名
で
、
佐
麟
は
Ⅲ
迎
い
な
く
い
た
。
他
の
人
の
渦
は
此
え
て
い
な
い
。
い
た
の
で
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
こ
の
一
訂
を
一
司
っ
た
と
き
に
、
Ⅱ
水
仙
は
、
洲
が
在
席
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
（
白
洲
は
全
般
的
に
、
私
が
こ
の
条
頂
の
錨
‐
案
を
出
い
た
こ
と
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
部
屋
に
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
い
た
）
。
」
佐
藤
、
前
掲
（
注
⑫
）
一
二
し
、
私
は
、
川
本
側
の
通
訳
を
手
伝
っ
て
い
て
、
そ
の
仕
耶
ぶ
り
に
二
頁
の
記
録
か
ら
し
て
も
、
佐
藤
梁
千
人
は
在
席
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
川
本
側
に
よ
く
思
わ
れ
て
い
た
。
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
そ
の
様
子
も
（なお、他の文献に関し、注咀、注旧も参照。）
知
っ
て
い
た
し
、
そ
の
た
め
に
彼
の
こ
の
一
言
が
効
果
が
あ
っ
た
の
で
（肥）三Ｐ８．忽ｓ目。。【の四・℃．《・【○○曰。［Ｃ］］には§曰互い晩○ｃｍあろう。つまり、この二四条の検討で雰囲気が緊張した際に、
８且］『②恩ごめ［［。の」：：囚冷汀厨ＢｑｇＱい：ＣＱ．（ワ朋巴ケィディスが私の仕耶ぶりを引き〈Ⅱいに出し、〈あなた方の
８
【
且
凧
、
君
・
ａ
曰
己
、
の
８
臣
円
は
。
□
）
‐
と
し
て
い
た
が
、
イ
ン
ク
た
め
に
こ
ん
な
に
よ
く
皿
訳
の
仕
馴
を
し
て
く
れ
て
い
る
シ
Ｕ
夕
ざ
ん
ピ
ュ
ー
の
飛
行
の
下
叫
き
メ
モ
の
祁
皮
の
検
訓
の
結
果
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
、
こ
の
条
軌
に
人
き
な
Ⅲ
い
を
込
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
皿
し
て
や
も
本
紀
鍬
の
文
言
の
刀
が
正
確
と
し
て
い
た
の
で
、
こ
ち
ら
を
採
る
。
れ
ぱ
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
〉
と
い
う
趣
斤
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
（
Ⅳ
）
瓠
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
れ
ば
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
は
、
そ
の
場
の
函
溢
扱
を
解
い
て
（
：
日
日
の
一
〔
』
蒟
冨
．
．
）
日
本
側
を
川
愈
さ
「
こ
の
時
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
私
を
指
し
て
．
菖
爾
の
－
８
［
凹
日
の
汀
の
『
せ
た
。
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
心
理
作
戦
が
実
に
う
ま
く
功
を
奏
し
た
と
思
可困耳のの〔。。－戸三コ］。。。．芹弓の日の⑫一＄薑と言ったところ、う。」ということである。（鈴木、前掲（注９③）一一一一一’一一一
Ⅲ
本
側
は
こ
の
条
項
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
第
一
の
文
の
文
一
言
は
明
白
一
二
頁
、
及
び
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
注
９
②
）
二
一
六
頁
、
に
記
憶
し
て
い
る
。
（
そ
の
意
味
は
私
自
身
の
剛
解
で
は
、
；
の
面
の
厨
の
〆
‐
双
刀
の
彼
女
の
回
顧
も
、
次
注
で
述
べ
る
点
以
外
は
ほ
ぼ
同
趣
』
副
）
月
、
§
洞
ヨ
ロ
ｎ
画
（
日
日
一
Ｆ
．
・
で
あ
る
。
）
」
と
言
明
す
る
。
他
附
ペ
ケ
ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
、
身
も
シ
ｕ
夕
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
元
Ｏ
Ⅱ
Ｑ
民
政
川
次
及
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
几
几
三
年
）
（
和
川
）
一川九
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法
竺
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号
のこうした理解に反論を唱えていない。佐藤も「私の通訳は、
大
体
ミ
ス
・
シ
ロ
タ
と
い
う
司
令
部
側
の
若
い
婦
人
が
や
っ
て
く
れ
た
。
［……］このシロタ嬢で十分であった。この人は［…・・・］日
本
語
も
よ
く
わ
か
る
し
、
頭
も
鋭
敏
で
私
の
意
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
ま
ま
に
伝
え
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
彼
女
の
仕
事
ぶ
り
へ
の
評
価
を
裏
付
け
し
て
い
る
（
佐
藤
、
前
掲
（
注
⑫
）
二○頁）。
（卯）注９②③に挙げた文献の検討（の一例下－－注９②後半も
参
照
）
を
、
シ
ロ
タ
が
二
四
条
の
起
草
者
で
あ
る
旨
を
ケ
ー
デ
ィ
ス
は
日
本
側
に
話
し
て
は
い
な
い
点
に
つ
い
て
、
簡
単
に
行
っ
て
お
く
。
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
横
田
（
注
９
②
）
六
八
頁
下
段
、
前
掲
「
ベ
ア
テ
の
日
本
国
憲
法
中
」
（
注
９
②
）
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
ノ
平
岡
（
注
９②）二一六頁、鈴木、一剛燭（注９③）三一一頁はいずれも、
シ
ロ
タ
が
本
条
項
の
起
草
者
、
と
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
説
明
し
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
筆
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
と
も
、
〈
シ
ロ
タ
が
本
条
項
の
起
草
者
で
あ
る
旨
を
、
日
本
側
は
こ
の
時
も
そ
の
後
も
知
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
〉
旨
を
言
明
し
ている（②Ｒ言且Ｐ圏も日口○斤の②．ｂ，←・命○・日・肩巨）。右の
四
文
献
の
直
接
の
執
筆
者
が
、
シ
ロ
タ
の
（
事
実
以
上
の
？
）
多
大
な
功
績
へ
の
愉
僚
を
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
読
み
込
ん
で
い
る
と
も
必
ず
し
も
思
わ
れ
な
い
が
、
こ
の
点
の
疑
問
は
残
る
。
（
仮
に
〈
シ
ロ
タ
が
起
草
者
で
あ
る
旨
を
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
説
明
し
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
側
が
こ
の
条
項
に
同
意
し
た
〉
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
必
ず
し
も
シ
ロ
タ
’五○
の
功
績
の
多
寡
が
論
じ
ら
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
）
関
口
、
前
掲
（
注
９
②
）
一
○
九
頁
は
、
本
注
、
を
付
し
た
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
発
言
を
裏
付
けるかと思われる。
（
別
）
起
草
者
は
特
定
で
き
な
い
こ
の
。
草
案
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
稿
ア
ッ
シ
ー
文
書
に
見
る
日
本
国
憲
法
の
一
草
案
’
一
九
四
六年三月六日と四月八日の間Ｉ（上）（下）」『ジュリスト』
順
に
一
○
五
八
号
（
一
九
九
四
年
一
二
月
一
五
ｎ
号
）
四
六
’
五
四
頁
、
’
○
六
○
号
（
一
九
九
五
年
二
月
一
日
号
）
八
一
’
八
七
頁
、
に
譲
る
。
但
し
、
本
記
録
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
は
、
右
拙
稿
の
内
容
の
一
部
は
未
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
．
草
案
」
全
文
及
び
そ
れ
に
関
す
る
ハ
ッ
シ
ー
に
よ
る
「
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
と
を
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
に
見
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
同
草
案
の
起
草
者
や
出
自
に
つ
い
て
同
氏
に
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
こ
と
を
一
日
延
ば
し
と
し
、
永
久
に
そ
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
断
腸
の
思
い
で
あ
る
。
（犯）ｍＰ８ｐ］・恩②貝倉曰彦の勺○言】ｏ②。【司○日のロ．②四ｍご豚．．．
”○ずのＨ局・ヨ、ａ口且鴇。⑫嵐百目の禺肖・庁。（のＱの。）も§ｇ‐
日
鳥
獣
、
胃
、
§
卵
白
訂
』
愚
図
○
８
６
貝
§
・
ロ
曰
く
の
風
ｑ
・
帛
國⑤葛農勺同の脇・四目・］巳巨・巳貫ごロ・眉」１ｍ目・ののロ・目・厨』
ｌ
回
呂
（
同
論
文
の
批
判
、
和
訳
な
ど
詳
細
は
拙
稿
、
前
掲
（
注
別
）
「上」八三頁、及び関連注加）に拠り、読み上げてケイディ
スに直接意見を聞くことのできた二つの条文は次の通り［拙
訳］・現行一四条一項相当条項は、主文の一部、「およそ自然
人は法の下に平等であって［・・・］差別を受けることはない」
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は
原
案
通
り
だ
が
、
「
但
し
、
肉
体
的
、
梢
神
的
能
力
及
び
社
会
的
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
拠
る
。
川
脇
教
授
の
校
閲
を
（
金
剛
的
に
で
［
に
果
た
す
］
機
能
の
兼
異
が
適
正
に
弧
画
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
は
な
い
が
）
受
け
た
文
瀬
を
引
川
し
て
お
く
と
、
「
ア
メ
リ
カ
側
は
Ⅲ
い
。
」
と
い
う
但
冴
が
追
加
。
更
に
現
行
二
川
条
に
代
替
す
る
「
二
丘
本
の
家
制
度
の
こ
と
、
民
法
の
こ
と
、
学
界
の
状
況
な
ど
総
て
調
べ
て
条
」
は
「
［
①
項
］
国
は
、
社
会
の
第
一
次
単
位
と
し
て
、
社
会
秩
序
知
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
お
り
、
占
の
必
緬
の
腿
綴
と
し
て
、
ま
た
川
の
福
祉
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
、
航
政
策
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
研
究
機
関
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
家
族
の
柵
成
と
権
威
を
保
識
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
。
〔
②
項
〕
峨
姻
『
菊
と
刀
』
の
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
な
ど
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
は
両
配
偶
打
の
日
川
な
合
意
に
腋
づ
く
。
配
偶
行
の
選
択
、
川
廠
椛
、
た
訳
で
す
。
［
…
…
〕
そ
う
し
た
研
究
を
元
に
、
民
主
化
政
簸
の
爪
班
柵
統
、
化
届
の
選
択
、
雛
鰯
北
び
に
蛾
期
に
側
す
る
そ
の
他
の
耶
項
に
壮
一
風
と
し
て
「
家
制
庇
廃
止
」
は
と
っ
く
に
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
の
方
針
と
し
て
側
し
て
は
、
蛎
期
の
制
度
を
擁
護
す
る
よ
う
、
ま
た
個
人
の
岬
厳
と
両
決
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
」
性
の
水
面
的
平
等
を
保
障
す
る
よ
う
、
法
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
な
け
れ
元
）
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
占
航
政
簸
の
全
体
像
の
解
明
ば
な
ら
な
い
。
［
③
項
］
家
族
内
で
の
婦
人
の
生
活
に
よ
っ
て
婦
人
は
、
は
全
く
意
図
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
後
す
ぐ
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
名
そ
れ
な
し
に
は
公
益
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
支
援
を
国
に
与
を
挙
げ
る
、
彼
の
信
頼
す
る
部
下
で
日
本
の
法
制
改
革
を
主
導
し
た
オ
え
る
が
故
に
、
国
は
、
母
親
が
経
済
的
必
要
に
よ
っ
て
労
働
に
従
事
す
プ
ラ
ー
が
述
べ
て
い
る
オ
プ
ラ
ー
自
身
の
理
解
を
指
摘
の
み
し
て
お
き
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
家
族
内
で
の
母
親
の
義
務
を
怠
る
に
至
る
こ
と
が
た
い
。
オ
プ
ラ
ー
を
来
京
の
凪
政
局
に
配
属
す
る
に
あ
た
っ
て
、
オ
ブ
な
い
よ
う
、
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
出
典
な
ど
の
ラ
ー
の
日
本
に
関
す
る
無
知
を
本
国
陸
軍
省
の
人
馴
狐
当
の
大
佐
が
誹
川
は
、
仙
稿
、
前
川
（
性
別
）
特
に
「
下
」
の
川
八
、
参
肌
。
「
か
ま
わ
な
い
」
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
川
本
の
過
去
や
伝
統
に
柵
（
鯛
）
翌
口
則
・
臼
．
．
□
・
厨
］
．
な
お
、
こ
の
点
へ
の
批
判
に
つ
き
、
本
紀
通
し
、
え
て
し
て
そ
れ
を
愛
好
す
る
川
木
皿
は
、
内
在
的
に
保
守
的
」
録
の
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
発
言
に
加
え
、
拙
稿
、
前
側
（
性
別
）
「
上
」
八
な
の
で
占
航
当
川
の
改
革
に
不
適
、
と
い
う
の
が
〔
一
九
Ｗ
六
年
頃
三画、「下」五○－Ⅱ一口参照。
の
〕
占
倣
政
策
上
の
方
針
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
（別）ケイディスに対するのと同撤の方法で本条項についてイ（シ］（『の。○・○℃ロ・『卜凋口勗＆ご司苛Ｃｎ２亘日百日葛塵囚下
ソタビューしたシロタⅡゴードンも、覚えていない、とのこ蔦銚目貫ト８Ｆ口目万・勺１コ８８口ロ日『の例一目勺、の脇・㈲臥口８‐
とであった。
８コ・Ｚの三」の別の］・］＠『の．□ロ・局１局・［引川は仙訳］和訓慨は
（
妬
）
縦
折
に
よ
る
一
九
九
一
年
Ⅱ
Ⅱ
二
二
Ⅱ
・
六
Ⅱ
二
二
Ⅲ
の
川
脇
敬
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
Ⅱ
オ
プ
ラ
ー
、
内
職
頼
博
監
訓
『
川
本
占
伽
と
法
制
改
元
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
比
政
川
次
反
故
Ｃ
，
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
×
和
川
）
一八一
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志
林
第
九
十
四
巻
第
二
恐
砿
ｌ
Ｃ
Ⅱ
Ｑ
担
当
打
の
回
噸
』
川
本
評
論
社
、
一
九
九
○
年
、
一
○
画）。
（
〃
）
な
ぜ
ラ
ウ
ェ
ル
に
あ
り
御
て
、
他
の
荷
に
は
あ
り
得
な
い
か
、
に
つ
い
て
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
（
羽
）
爪
粋
幻
Ｐ
Ｓ
国
の
口
の
。
】
○
戸
曰
鳶
ｇ
：
§
３
３
５
。
且
骨
の
ｇ
○
Ａ
は
一
九
円
六
年
公
刊
で
あ
る
が
、
公
刊
川
ま
で
は
不
明
○
従
っ
て
、
脚
法
制
定
作
難
に
は
川
に
合
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
九
四
七
年
の
民
法
・
戸
箙
法
改
正
作
業
時
に
は
閲
読
は
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
（
に
も
拘
わ
ら
ず
民
政
局
内
で
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
のこと自体が興味深い）。
（
”
）
桑
郁
彦
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
業
の
占
恢
史
の
主
普
で
あ
る
大
蔵
省
財
政
史
室
編
（
本
巻
は
秦
郁
彦
著
）
『
昭
和
財
政
史
ｌ
終
戦
か
ら
講
和
ま
で
ｌ
鋪
３
巻
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占
繊
政
筑
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
六
年
に
は
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
『
菊
と
刀
』
、
い
ず
れ
に
も
（
行
凡
の
限
り
）
試
及
は
な
い。
（釦）「Ⅲ人川身」か稗かは個別には微妙な折もあるが、ここ
では各人の経雌の緋細は、］ｐの【ヨョヨーー同日の・の『：荷日斡吋印Ｙ
鳶
§
幻
８
・
旨
愚
§
ｓ
旦
珂
員
月
煙
き
ミ
叱
邑
勾
弓
骨
甘
§
牙
』
。
‐
８§『・ロロ】ぐの『⑭】ｑ・命曰。ごｏ勺門の脇・己『④．□ロ・鴎－召（和訓
は
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ウ
ィ
リ
ァ
ム
ズ
、
巾
雄
Ｈ
ほ
か
訳
『
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
政
治
改
革
』
柳
Ⅱ
新
附
社
、
一
九
八
九
年
、
五
○
－
一
Ｎ
九
頁）、に全而的に譲る。（シロタⅡゴードンノ平岡（注９②）
一五二
一一一一六－一ⅢＨｎも、同一一一一六、に拠れば、ゴ杵周回日⑫．ｓ蔵・
に依ったと惟測される。）
（帥）詳しくは、○℃□］ｑ・固巳日口・【の息・ロ・巴印和訳はオプ
ラ
ー
前
掲
（
妬
注
）
一
，
’
一
六
頁
に
あ
る
。
本
文
巾
こ
の
倣
後
の
「自祥」も本土回である。
（犯）詞兆爪司令趣叩がペンタゴンに対して、大陸法、もし可能
な
ら
ド
イ
ツ
法
の
法
務
経
験
の
あ
る
人
材
を
典
謝
し
た
」
と
あ
る
が
、
ケィディスの名は確かに川てこない（宜・・ロ・国・［咄川祇］和
訓汁は同前Ｋ一○口であるが、．。月日：）Ｐ臥日、巳の墳届１－
８８．．を「ドイツの栽判経験のある人物」と解する必要は必
ず
し
も
な
か
ろ
う
）
。
な
お
、
国
・
・
ワ
ニ
（
和
訳
同
前
、
九
頁
）
に
拠
っ
て
も
、
「
要
請
」
時
期
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
当
然
な
が
ら
一
九
四五年八月ｌ翌年一月上旬の間となろう。
（
羽
）
こ
こ
で
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
同
席
し
て
い
た
シ
ロ
タ
Ⅱ
ゴ
ー
ド
ン
に
「
あ
っ
た
か
？
」
と
Ⅲ
く
が
、
シ
⑪
夕
Ⅱ
ゴードンは「私は民法・一県鮒法改正には一切関わっていない
ので、知らない」との応えであった。シｕ夕は、一九川六年
几
Ⅱ
以
後
（
同
年
一
一
Ⅱ
ま
で
）
、
同
じ
比
政
局
の
Ｆ
１
街
３
８
日
ｑ
四目祠・再威、巴ロａい】○コに配風されている。②円司騨ａＢａ
の百一ョ目・罰ｓ日ロ。〔の己［巻末ＧⅡＱスタッフ曰。の潟］・
（狐）これは、後述のケイディスの発一高、「私は、民法’戸爾
法
改
正
は
オ
プ
ラ
ー
に
一
任
し
て
い
た
」
こ
と
の
コ
ロ
ラ
リ
ー
で
あ
ろ
う
。
即
ち
ケ
イ
デ
ィ
ス
脚
身
が
欄
樋
吟
的
に
是
非
を
考
血
し
、
刀
針
を
立
Hosei University Repository
て
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
不
明
瞭
ば
溶
と
な
ら
ざ
る
を
御
壮
作
災
３
家
族
法
の
脇
本
榊
造
』
三
川
什
川
、
一
几
八
Ｎ
年
、
一
Ｎ
Ⅲ
ｌ
か
つ
土
も
の
と
証
考
は
考
え
る
。
二○○口（こちらは原典の丁数と照合できる）。戸細波は、
（
調
）
川
孝
一
『
家
族
法
特
作
選
災
節
１
巻
戦
後
改
疏
と
家
族
法
ｌ
家
．
「
現
行
戸
獅
法
立
法
関
係
圃
料
Ⅲ
」
ヨ
脚
珊
』
凹
肛
八
号
（
一
九
八
二
年
氏
・
戸
繍
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
、
五
一
頁
（
一
九
五
七
年
の
一
二
Ⅱ
）
三
五
’
五
五
頁
に
再
録
が
あ
る
。
収
孝
一
ノ
竹
下
史
郎
共
杵
と
し
て
の
同
論
文
初
川
時
に
は
奥
野
は
胱
名
。
（
卵
）
そ
の
後
の
調
査
で
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
に
は
、
会
談
と
同
時
並
行
作
成
と
災
潴
に
つ
き
帆
、
同
凹
七
八
、
参
照
）
。
こ
の
発
訂
は
、
「
調
代
会
宮
川
見
ら
れ
る
メ
モ
と
、
耶
後
作
成
の
会
談
を
要
約
し
た
比
較
的
蝋
い
記
録
公
布
以
前
」
（
伺
榔
何
画
）
、
即
ち
一
九
川
六
年
七
Ⅱ
二
Ⅲ
以
前
と
い
う
を
発
凡
し
た
。
（
従
っ
て
、
ケ
ィ
デ
ィ
ス
の
〈
一
般
論
〉
は
概
ね
妥
当
こ
と
は
判
明
し
て
い
る
（
堀
内
節
『
家
邪
稀
判
制
度
の
研
究
」
中
央
大
し
て
い
る
。
）
学
川
版
部
、
一
九
七
○
年
、
一
○
三
Ⅱ
Ｈ
所
引
の
「
臨
時
法
制
調
査
会
①
民
法
に
側
す
る
会
談
は
、
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
に
よ
る
一
九
川
七
年
の
も
官制」（川典は同七Ⅱ三日官報））。
の
（
以
下
同
）
が
多
い
。
Ⅱ
Ⅱ
一
二
Ｍ
に
側
す
る
メ
モ
、
ヨ
プ
ヨ
○
（犯）その後の調査でも、このオプラー発言に該当する記録は輯ｏｘＺ。．］お←・司・一月『【三のへ目ヨワの司（犯）（の目）Ｑぐ】］
未発見、未見であり、時期も特定はできない。（②ｃｃ弓且Ｐ○・口のｌＵ５］一Ｃご》Ｚ・ぐ・一の念Ｉ。［四。］・の可の①（ｚ・・坤尻Ｉ
目ご日ロ。（のいも。←．また、拙稿、後掲（後注⑬）も参照。）巨のｓ》六月四日に関する記録、三三幻ｐｍＣ〆ｚＣ・』、ｇ・
（”）民法は、原典が、東京大学法学部附属近代日本法政史料句。一旦の『【Ｅのへ目日房日（←）ｏｐ８ｐｏ一○巳８』国の．房置『・倉『・
センター原Ｈ料部所蔵の「我妻架関係文升」の分頗項目「氏】＠ｓｌシ色的．ご負⑪。①の［Ｚ。、炉の－閉９ｍスタイナー所引及
法・瓜法改正．ｌ・戦後民法改正商科（二）」にある、司法びロ）〆Ｚ・・固◎《・同。］□の円［Ｅのへ目日房ｎｅＱ色Ｑ邑の（Ｊ）・
大
腿
宵
〃
終
戦
述
絡
部
作
成
「
民
法
巾
改
正
法
休
案
に
関
す
る
総
司
令
］
：
。
＄
ｓ
ｌ
嵩
ど
ち
ｓ
・
ｍ
ｐ
ｇ
（
ｚ
Ｒ
Ｆ
の
Ｉ
Ｓ
Ｂ
】
１
吋
・
←
］
目
の
部政沿部係憎との会談〃」である。その円蹄が以下三点あり、］＠ｓ菖○３．３コ目ョ『。「牙。○三の『・○の．のロ、］同○『汕幻のぐ｝‐
水稲でⅥ川する「民法巾改正法休業に側する総司令部政治部い】○口○ｍｇの］：§の⑫のＱ『】］ＯｏＱのエハⅡ一○川に関する（何
係
腐
と
の
会
談
録
（
一
・
二
・
三
・
髭
）
」
「
民
事
Ⅱ
細
』
節
三
四
巻
一
一
Ⅲ
付
）
記
録
、
ヨ
ヱ
幻
ｐ
ｍ
Ｃ
ｘ
ｚ
ｐ
田
９
．
句
。
］
。
ｑ
貝
］
の
へ
（順に）節三・円・五・六暇（一九七九年三・四・五・六Ⅱ）、目ョ月『卯（←）○胃。。。］◎ぬ『８］国】の．＄負シＲ’し月・亀．
及び堀内節『続家馴瀞判制度の研究』中央大学出版部、一九、可の①［Ｚ・聰屈１画Ｂ①、．（及び思〆ｚ・・扇◎《・句・］ロの『目のへ
七六年、一○五六’一一○七頁、さらに、州正山「州正也將２日月『四（』）Ｑ目、８の（い）・］目・己亀ｌ冨口邑濃⑩．⑪ロ。。［
元
Ｇ
Ⅲ
Ｑ
凪
政
励
次
災
故
Ｃ
・
し
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
×
和
川
）
一瓦三
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法
学
志
林
第
九
十
四
巻
第
二
号
ｚＣ・叩５－】９℃］にも同文慨）屋］目。】し合・菖の日・３．８日
（○Ｎ房の幻の８ａのロ巴、○円”幻のく国○コ。［］日ロ日。。⑬ＣＱａ』
○○○の『・伊・囚具のョ。『のユハⅡ一四ｎに関する記録、ミヱ幻○
国。×Ｚ。．』←⑪一・句。一旦の『忌二のへコロヨワの『卯（孕む）（のゴロ）○口いの加
ロ昌］○○口目８Ｗ－円・伊・国鳥のＢｏｎの．〕目の己ＳＩＤの８日ｏ閂
】①ｓ・ロ呉の“］目のごｓｌ尹月・】むち〔②この画のの斤潔ＲＦｍｌ
賎ｇＰ８国トン【ロ三○刀”』ｑロく］『Ｋ幻口勺○幻月辰島〕ロロの３．
さらに同日に関するメモ、ヨヱ幻○口Ｃｘｚｐ】ｇ《・可・］：Ｈ
は二のへ口巨Ｈロケの吋叩（』）ｏ）く粋】。。。の（、）・〕仁口の戸①炉ヨーーご【凹豈骨①←Ｐ
のロ８【Ｚ。咄Ｆｍ－］Ｃｇ］・瞳Ｚ・【の⑪：。②ロ関の②唾。。の才◎曰バン，
ヨ
シ
の
閏
冨
少
珈
辰
〕
目
。
己
酋
エ
ハ
Ⅱ
一
九
’
二
○
Ⅱ
に
側
す
る
メ
モ
、
ニョヱ”ｐｍｏＸｚｐ］いつ一・句。－口の『【一二のへ。■ヨワの討亜（」）○コ『］
○○口の（⑰）・］目の己ｓＩご【且』や＄・いぼのの〔ｚＲ伊のｌ」ｇ巴・さ
ら
に
一
点
の
み
」
８
コ
○
○
目
の
別
に
よ
る
、
し
Ⅱ
一
Ⅲ
に
側
す
る
（
川
七
Ⅱ
付
）
記
録
、
弓
巍
勾
○
ｍ
。
ｘ
ｚ
・
・
扇
さ
・
可
ｏ
Ｅ
Ｒ
〔
Ｅ
Ｃ
ヘ
ロロョワの、叩（『）三のｇｏｎ口ロＱＰＢｍｏ【［ずの○豆の［。。の口○○床ごＨ
ｏｏＺ司已団ヱゴンｒ②。①の【ｚｏ・”５－四ｓ⑪］・腹８コ段の口回巴劉
（カウンターサインあｈｒＩＩＩなお国ｏｘＺｏ・田９．句○江の門
爲このヘ目日ヶの制（←）○耳ｏｐｏ－ｏ値】８』国｝の．ご合・シロ『．ごｓｌ
シロｍ・］＠台のご①の庁ｚｏ・僧のｌ砲の９ｍは同一文替だが、サイン
がなく、頁も抜けている）・『］ロー『ご合冨の日。３コ・ロョ命。【
（ずの○三の〔・の⑭のロロ〕、ｏ『“○○口〔ｑのｐｏのＣ固い】四⑰］傍画くの勺『。‐
ぬ『回ヨロロロ而臥○回目ロ⑰［。【口昌⑭Ｓｄ①⑭Ｐワロ目耳のＣｓ［ロの
一五四
口のけ〕の：。のＣＯ。。の別・８月厨：。■ｂ宮口ぐ】８Ｐ
②戸鯖法はい円三目回・国も日ゴ・汀四・℃．】Ｐ｛８ｓ。〔の金・
また、仙稿、後掲（後注⑩）も参照。
（
釦
）
「
オ
ッ
プ
ラ
ー
氏
か
ら
『
家
を
ど
う
す
る
か
』
と
き
か
れ
た
の
で
『
全
面
的
に
廃
止
す
る
」
と
い
う
と
、
彼
は
「
災
は
僕
も
そ
う
思
っ
て
いる。これだけはゆずれない。［……］』といっていた。」（川
船
の
発
言
、
川
、
前
側
（
注
粥
）
五
一
、
、
川
脇
の
災
名
に
つ
き
七
八
頁
）
。
な
お
、
こ
の
収
、
同
書
同
箇
所
に
加
え
、
一
九
七
七
年
一
○
月
二
三
日
に
独
日
に
行
っ
た
川
鳥
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
腋
づ
く
ス
タ
イナーは、オプラーが川脇の「家」全廃の主扱に川なしたと
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
オ
プ
ラ
ー
の
個
人
的
意
兇
、
と
の
（
川
、
Ⅲ
刊
同
簡二川とは若干異なる）ニュアンスである。【口風⑪〔の曰の『・
慶曰ロのｏＣ８ＨｐＣ口：ＱＳの幻の〔。ｎ日。［Ｓｃ］§目研のＱ己
Ｑ江の・３幻・房風向・司臼ａＰ且邑８汀涛目巨の四百日・８（且い）・
ロ§：且時計頃」貝百ミヨ意』（博且ｏ８５Ｐミヨ・ロロ】ぐの『“ご
ｏ【国騨乏巳弓列厨⑭・国○口・ＥＦら、『・ロロ・巴②－こむ．Ｐロ：』⑦．（。。，
日。忘恩。（和訳はカート・スタイナー、川巾英夫訳「占傾と
氏法典の改正」坂木義和／Ｒ・腿・ウォード編『Ⅲ水占剛の
研癖筥志器凧大学川版会、一九八七年、川三○口水‐又、川五二
Ⅱ沈加。）他力で、川脇武両『ある法学者の軌跡』汀斐川、
一
九
七
八
年
、
二
一
二
－
二
一
三
頁
は
、
川
島
の
「
家
族
制
度
の
廃
止」の主張に対しオプラーが「〔……］８８Ｐ３碩曰殖だ」と
述
べ
た
と
い
う
も
の
の
、
オ
プ
ラ
ー
の
自
身
の
愈
几
を
明
白
に
は
記
し
Hosei University Repository
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（
⑬
）
こ
の
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
言
に
従
う
な
ら
ば
、
前
述
の
川
脇
、
前
掲
（
⑩
）
高
柳
ほ
か
、
前
掲
（
注
川
）
Ｉ
三
三
Ⅲ
瓜
（
和
訓
三
三
三
頁
）
参
（
注
羽
）
同
箇
所
の
解
釈
は
、
例
え
ば
、
オ
プ
ラ
ー
が
〈
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
照
。
な
お
、
吉
川
は
岡
二
Ⅱ
二
二
Ⅱ
の
会
談
で
も
、
ホ
イ
ッ
ト
ー
ー
ー
．
［
な
味
す
る
と
こ
ろ
は
耶
災
上
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
と
同
じ
〕
の
方
針
に
よ
り
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
な
ど
に
対
し
、
「
完
全
な
秘
密
」
を
要
請
し
、
ホ
イ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ド
の
発
言
に
オ
プ
ラ
ー
が
拘
束
さ
れ
る
の
だ
〉
と
の
趣
旨
（
殊
ニ
ー
の
了
解
を
得
て
い
る
。
同
川
Ｉ
四
○
○
画
（
和
訳
川
○
一
頁
）
。
に
後
半
）
を
や
や
冗
談
め
か
し
て
誘
っ
た
の
を
、
川
脇
が
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
以
上
は
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
側
の
資
料
だ
が
、
川
本
側
の
寅
料
は
禰
圃
坐
の
限
り
で
は
、
愈
味
を
字
義
通
り
の
§
『
の
日
の
（
ど
ｇ
ｇ
ｇ
：
『
｛
。
『
島
の
少
Ｅ
８
『
惣
法
制
定
の
経
過
に
関
す
る
小
委
且
会
柵
告
評
趨
法
調
査
会
報
倍
潜
勺
○
三
の
劇
即
ち
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
自
身
と
班
解
し
、
か
つ
（
以
下
は
イ
ン
付
属
文
謝
第
二
号
」
一
九
六
一
年
九
Ⅱ
、
二
三
九
、
三
四
三
’
三
四
九
、
タ
ビ
ュ
ー
（
注
妃
）
の
川
島
の
発
言
の
解
釈
に
も
妥
当
）
「
冗
談
め
か
三
五
六
－
三
五
八
頁
［
以
上
一
三
日
の
件
］
、
三
六
九
’
三
七
一
頁
し
」
を
真
剣
に
受
け
取
っ
た
、
等
々
が
可
能
と
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
［
皇
二
Ⅱ
の
件
］
、
さ
ら
に
晒
幽
は
あ
る
が
、
佐
藤
、
唖
川
畑
（
（
肥
）
四
脈
細
な
分
析
に
は
れ
ち
入
ら
な
い
。
‐
や
－
五
一
頁
〔
二
二
日
の
件
］
、
六
ｎ
Ｙ
Ｌ
ハ
川
及
び
六
七
頁
［
二
二
Ⅱ
（
“
）
必
ず
し
も
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
。
煎
嬰
な
例
と
し
て
、
片
山
主
導
の
件
］
に
は
吉
川
の
こ
の
要
調
に
つ
い
て
は
言
及
は
な
い
。
（
高
柳
ほ
と
思
わ
れ
る
「
家
庭
法
」
法
案
を
見
よ
（
の
円
乏
固
Ｐ
目
ｓ
日
。
。
【
の
か、前掲（注⑩）Ⅱ五十Ｔ上ハニ風も参照。）
鱒ロ・□『○○庁ロ。（の⑬『）ｏ
（杣）このパラグラフ全般について、○８－の『・臼ｓ日ロ。（の恩．（相）圏可の①］］の詫耳＄脇。三】』』ｏ［Ｓのロ■『苗。のいの］ｐ５Ｄ」の’の炎
ロロ・の？．Ｊ『（和訓オプラー、前川（沈加）五八頁）も伺趣』Ⅱ、現は、早い時期では、ざ毎日間局８蔦冒白昼ゴミ冑ｓ§いゐ▽
また最後の「例外」のエピソードもａ・も．ｓ》和訳は同前五（§。。、』や蜀ごい§蜀冒Ｃｓら畠宛ｇＣ旦旦Ｃｓ③ヨョ目（堕垣。，
九画にある。
毎ｓ買い§頁司局ｏ・ヨョ§Ｂ可弓弓暮⑩」（』鵠艮帛さこの風・〔乞金。》
（妃）川島、前掲（注”）二一六頁。もっとも、鞭者による川３℃目」厨。＆ご】しｇ］［。の岡の】目津の『区、宛、〕『。｝・『・ロ・』厨両
脇
】
郷
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
詳
細
は
沈
溺
）
で
は
、
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
録
の
、
一
九
Ｗ
近
年
八
川
二
九
川
付
の
凶
務
行
・
陸
平
行
・
獅
耶
宿
作
個人からではありませんが、マッカーサー司令部から直々に成の文謙の．．ごロ】怠い切目の⑩一コ三四］勺。②【Ｉ凸仁則の己９勺・’一Ｑ
『ウィードがイエスと言わないことは、氏法改正案として承〔。『」：：．．、思創局．．、○ヶ）の。二く８薑の農（ワ）’に見られる。
謝しない』と命令が出ていたのです」と、トーンを弱めた形涙且の⑪・国ｓ日ロ・［の宍Ｕ・ロ⑭貝［ＣＯ日○局』（和訓ケイディス、
に
な
っ
て
い
る
。
前
掲
（
注
９
①
）
二
九
瓜
及
び
凹
述
注
５
）
も
こ
れ
を
引
川
す
る
。
詳
元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
局
次
長
故
Ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
三
年
）
（
和
川
）
一五五
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法
筆
志
林
第
九
十
Ⅲ
巻
第
二
号
述
し
な
い
が
、
同
じ
三
省
に
よ
る
後
の
い
わ
ゆ
る
「
Ｓ
Ｗ
Ｎ
Ｃ
ｃ
ｌ
２
２
８
〔
ス
ウ
ィ
ン
ク
・
ト
ゥ
・
ト
ゥ
・
エ
イ
ト
と
発
音
さ
れ
る
］
」
文
書
（
一
九
四
六
年
一
月
七
Ⅱ
承
認
）
に
も
周
知
の
ご
と
く
こ
れ
と
等
し
い
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
原
文
と
和
訳
と
し
て
高
柳
ほ
か
、
前
掲
（
注
⑱
）
’
四
一
二
’
四
三
八
頁
、
そ
の
う
ち
四
一
二
’
四
一
五
頁
の
同文識のＰ（司）・口を参照。
（妬）憲法について同趣旨が宍箇＄②§ａｐｏ［の垣ｅ・ロ・曽Ｐ
囚且＆貸・・甫・○日・戸の『【。『岳の⑪。■『８（和訓ケイディス、前
掲
（
注
９
①
）
二
九
画
、
典
拠
は
三
八
’
三
九
画
の
関
述
注
７
）
。
な
お、特にこの点につき注８を（“但例として後注別も）参照。
（
〃
）
ケ
ィ
デ
ィ
ス
は
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
、
こ
れ
は
○
日
］
ｇ
侮凋巳勾Ｑミヨ§ＯＢ員蔦員冑８ｓ夢固ｓ日：【のｇの表現、
と
述
べ
て
い
た
が
、
管
見
で
は
同
書
に
は
こ
の
表
現
は
な
く
、
項
呉
曽も日ロ。【の顔・ぐ○一・一・℃．】⑪②（周Ｏｄｏｚ臼の副題が震ご’
８０円】幻のぐ。】巨匡８．であり、蔵．．□・乱に拠ればオプラー杵
述
）
を
意
図
し
た
発
言
で
あ
ろ
う
。
（咽）戸籍法改正全体に於ける以下の①②の点の位置づけにつ
い
て
、
及
び
既
知
の
知
見
に
つ
い
て
、
簡
単
に
は
拙
稿
、
前
掲
（
注
３
）
二
○
九
’
二
一
○
、
二
一
二
’
二
一
四
頁
、
仙
稿
、
後
柵
（
次
注）、やや詳しくは拙稿三目Ｐ旨Ｓ日ロ。（の②・弓・単Ｉ山・や－
扇
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
仰
）
そ
の
後
、
Ｏ
Ｍ
Ｑ
内
部
文
諜
に
拠
り
、
氏
政
局
の
オ
プ
ラ
ー
の
部
下のマコーミック（鈩耳ロ日」・三・○。『且◎穴）は少なくとも、
一五六
参
議
院
の
関
係
者
か
ら
の
公
開
原
則
復
活
の
申
し
出
を
受
け
て
こ
れ
を
承
諾
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ミ
ヱ
”
ｐ
ｍ
ｏ
ｘ
Ｚ
ｐ
』
目
ｍ
・
句・】Ｑの『［三・ヘ目白ワの日（９）幻の曰⑫§は。ロー可Ｐ目］昌幻の日の‐
【日豆○コ・ＺＣく・』、含－○日・己虜》めす①。【ＺＲいのＩ恩①急・拙稿
「学界展望川本近代法史『ＧⅢＱ文轡上『国家学会雑誌』
一○八巻一・二号（一九九五年二Ⅱ）、二五一一一頁（なお、民
法・戸籍法中の「家」改廃をめぐるＧⅢＱ内部文書全般につ
き同二五一’二五四頁を参照）、拙稿ゴロ８．２℃３コ。（ＣＰ
ｂｂ・国ｌ庭・拙稿、前掲（注３）二一一一’二一三頁も参照。。
（
卯
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
当
初
よ
り
膠
の
貝
颪
堕
貫
．
の
語
を
よ
ど
み
な
く
使
っ
て
い
た
。
（別）注８参照。「任せた」のではないケースも多々あったこ
と
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
爾
要
例
と
し
て
、
戸
繍
法
に
つ
い
て
も
、
三②の「三世代戸籍徹底排除」を崩壊させ、「家」廃止を空
洞
化
し
か
ね
な
い
参
議
院
に
よ
る
修
正
案
の
申
し
川
を
、
マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
は
異
議
あ
り
と
し
て
国
会
（
委
員
会
）
捉
川
を
認
め
て
い
な
い
二
九四七年一二月一日）。三三幻○口Ｃ〆三○・」、圏句。］□の『斤量貝
：ヨヮの同（９）幻の風⑪可島・回－句Ｐ目］弓冗の固い庁日二・コ・Ｚ。『・
＄ｓｌｏｏ戸乞溢・めずのの庁ｚＲ炉のｌ思量〃川隅、前掲（注⑱）
二五二’二五三頁も参照。
（犯）前掲「現行戸籍法立法関係資料Ⅲ」（注諏）、三八’四○、
四
三
頁
。
及
び
ゴ
ヱ
幻
○
Ｆ
沢
口
○
・
層
Ｐ
昌
戸
ｐ
の
、
国
）
。
【
三
］巳］＄ミーンニ、．］①負。。ｚ可Ｂロヱゴシド・圏少長陽二℃負
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富の日・３口目日（。『日の○ごＣ［．。②．’ｍｐｍ］両ｑ『如囚］一〔・『シ日中族制度と火皿制とは非術に密接なる側係のある従来のⅢ仙制
且日。ｐ房（○三の司四ョ】一望幻の駒】駕国３二。■Ｅ三・・．す］○℃ロ」国。度でありまして、我国の家族制度あって、この日本国の家族
め
す
Ｃ
ｇ
Ｚ
『
川
Ｆ
の
ｌ
②
ご
色
も
参
照
（
こ
の
文
沸
に
は
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
か
ら
天
皇
隊
下
の
御
膝
元
に
人
道
が
通
じ
て
届
る
も
の
と
我
々
は
子
ね
に
依
る
ら
し
い
判
き
込
み
が
見
ら
れ
る
）
。
が
ね
信
じ
て
届
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」
令
節
九
○
帝
阿
識
会
衆
議
院
水
（
郷
）
前
側
「
現
行
戸
獅
法
立
法
関
係
商
科
Ⅲ
」
（
注
〃
）
、
四
七
１
Ｎ
八
会
議
識
耶
迎
記
録
』
一
几
四
六
年
六
Ⅱ
二
六
Ⅲ
）
、
史
に
沢
川
小
庶
頁。及びミヱ幻ｐｍｏ〆辰司・句。」。ｑここＣへ：ョ蔚刊（］『）
（同和会）の発言、「公の方面に於ては、天皇制と云うものが
圃日ご幻の的尉園匡・ロＥ二・口〔凶ｎＴ６ｏＦ】やあ．⑪可用〔翼・雌Ⅱ水の川休であり、それから民川の〔……］生活に於ては、
炉の１９局『』・□の。のヨワのＨ』のｓ・三の曰・『：ロロョ（・ロゴＣ○三⑥〔．家族制度が矢張りⅢ本の国体である［……］」（『第九○回帝
広めロ巴同○曰四一】『。『ショの日日のロ厨（・島の甸口且ご幻の囚⑫戸日‐脚議会砒族院本会議議耶速記録」一九円六年八月二六Ⅲ）、
片】○コ円ｂ葛・３耳菖◎○日目ｎ戸も参照。
なお両発訂とも飛者が漢字平仮紹文に瓶した）。
（
別
）
戸
研
法
改
正
当
時
、
改
正
机
当
の
司
法
行
災
耶
励
民
耶
二
課
長
で
（
卵
）
前
後
側
係
か
ら
し
て
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
蛾
案
は
む
ろ
ん
の
こ
と
な
あ
っ
た
青
木
義
人
の
発
一
高
。
「
厩
談
会
現
行
戸
籍
法
の
あ
ゆ
み
Ⅱ
」
ヨ
打
が
ら
、
三
月
六
冊
付
の
日
本
政
府
草
案
も
書
か
れ
て
後
、
と
い
う
ニ
ュ
淵
』
川
万
六
号
（
一
九
八
二
年
一
○
Ⅱ
）
三
二
’
三
三
画
。
ア
ン
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
ケ
イ
デ
ィ
ス
自
身
の
記
憶
も
そ
こ
ま
で
は
明
（
師
）
な
お
他
の
例
と
し
て
、
民
法
に
関
し
、
プ
レ
イ
ク
モ
ァ
は
、
改
正
砿
で
は
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
草
案
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
や
極
東
委
貝
会
に
提
出
す
べ
き
も
の
」
ゆ
え
、
（
印
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
が
述
べ
る
フ
ジ
イ
及
び
そ
の
將
灘
に
は
、
藤
井
新
一
「
英
訳
も
優
秀
な
も
の
と
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
」
と
い
う
が
、
「
提
及
び
の
三
日
・
巨
句
員
・
司
訂
園
§
§
｛
画
具
百
℃
目
§
Ｐ
目
員
屋
，
川
」
の
必
挫
性
を
語
る
の
み
で
あ
る
。
「
了
承
」
が
必
喫
と
い
う
含
愈
愚
§
Ｅ
Ｆ
ｇ
・
『
：
］
百
百
・
閂
。
ご
ｏ
・
房
程
。
が
す
べ
て
の
点
で
〈
皿
致
す
は
全
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
九
川
七
年
六
Ⅱ
一
○
川
の
プ
レ
イ
ク
モ
る
（
か
つ
他
に
該
当
す
る
も
の
も
見
当
た
ら
な
い
）
の
で
、
そ
う
断
定
ァ
と
司
法
省
の
第
十
四
Ｍ
会
談
録
、
前
掲
「
民
法
［
…
］
会
談
録
し
て
よ
か
ろ
う
。
民
政
局
の
正
式
報
告
宵
で
あ
る
四
賀
『
○
一
・
『
・
（光こ『民馴Ⅱ報」（沌師）八七Ⅱ。
②５日ロ・戸⑩命中の⑪のｏは。ゴロ・円ゴのｚの三○○口吻は【目。。。｛
（錨）この「問題」の内容もケィディスよりⅢいているが、水］：：，（ロロ・胃ｌＥｍ）・ロ．①αも、可巳働・臼・・ロ・合を引川して
記
録
の
テ
ー
マ
と
は
直
接
関
係
が
な
い
の
で
省
略
す
る
。
い
る
。
な
お
、
藤
井
に
つ
い
て
簡
叩
に
は
拙
稿
、
前
掲
（
性
別
）
の
（
師
）
例
と
し
て
原
火
次
郎
（
Ⅲ
水
進
歩
党
）
の
発
言
、
「
我
が
凶
の
家
「
上
」
八
七
画
の
注
犯
、
「
下
」
Ⅱ
三
ｌ
ｎ
川
頁
の
注
㈹
（
水
記
録
の
こ
元
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
民
政
同
次
長
故
Ｃ
・
Ｌ
・
ケ
イ
デ
ィ
ス
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
二
九
九
三
年
三
和
川
）
一五七
Hosei University Repository
（
剛
）
ケ
イ
デ
ィ
ス
は
虹
に
縦
け
て
、
以
下
を
述
べ
た
ｌ
「
こ
れ
は
元
全に私的かつ秘密（ｂａく日の）な会談であった。私はＧⅡＱ
か
ら
は
誰
も
辿
れ
て
い
か
な
か
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
［
こ
の
段
階の憲法制定過隠で］Ⅲ本側に干渉するな、と言っていたの
で、もし自分と金森の会談について公表される（ロ５房ロ）
と
川
る
、
と
私
は
思
っ
た
。
こ
の
会
談
の
珊
尖
が
判
れ
ば
、
自
分
は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
川
及
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
怒
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
会
談
の
席
で
、
私
は
金
森
に
、
「
も
し
公
爽
さ
れ
た
り
し
た
ら
、
私
は
辞
任する」と言った。ところがこの会談の記録（日旨貝の⑪）は
〔日本側に］残されていた。後年、それを読んだアマースト
法
学
志
林
節
九
十
Ⅲ
巻
第
二
号
の点に簡単に触れた）を参照。
（帥）憲法調査会事務局『日本国憲法成立の経緯』（入江俊郎
述
）
（
迦
尚
・
総
飾
川
十
六
号
）
、
一
九
六
○
年
（
人
抓
俊
郎
『
遜
法
成
立
の
経
緯
と
懲
法
上
の
諸
問
題
－
－
入
江
俊
郎
論
災
‐
－
Ｌ
第
一
法
規
、
一
九
七
六
年
、
ｌ
ｌ
Ｎ
七
二
口
に
彼
刻
・
公
刊
）
、
三
六
四
’
三
六
七
頁
の
〔
一
九
州
六
年
〕
七
Ⅱ
一
七
・
二
三
Ⅱ
両
佃
の
ケ
イ
デ
ィ
ス
と
、
金
森
・
入
江
・
佐
藤
達
夫
の
間
の
会
談
の
い
ず
れ
か
が
、
本
付
録
の
会
談
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
（
な
お
、
灘
法
網
従
会
『
懸
法
制
定
の
経
紳
に
側
す
る
小
委
且
金
銅
十
五
Ｍ
識
馴
録
』
（
昭
和
三
三
［
一
九
庇
八〕年一一Ⅱ二七日）、二七－二九画の入江の発言記録もほ
ぼ
Ｍ
趣
』
則
ま
た
、
古
側
彰
一
痢
新
懸
法
の
誕
生
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
、
二
一
七
－
二
’
八
頁
及
び
三
三
六
頁
の
関
連
注
（
邪
）
に
九
八
九
年
、
二
一
七
ｌ
ｂ言及されている。）
一正八
大学のムーァ（三８局）教授）が私に「本当に『公表され
たら辞任する」と言ったのか」と聞くので、「一一司ったと思う」
と応えた。」ムーァはアマースト大学、歴史学救授・川本の
占額期研究背の幻ご少・嵩・日の（一九三三年生まれ）であろ
う
。
た
だ
、
注
切
の
い
ず
れ
の
文
献
で
も
、
入
江
は
ケ
イ
デ
ィ
ス
の
「公表されたら辞任する」との言は記録していないので、ケ
イディスが述べる「会談の記録」は不明、筆者は未見である。
（
皿
）
こ
れ
に
該
当
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
言
罰
幻
○
の
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
文
Ｗ
巾を洲在したものの米発見で、米几。
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